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■事業内容：教育機関（大学、短期大学、高等学校）
■事業拠点：福岡市東区(福岡工業大学、福岡工業大学短期大学部、
　　　　　　福岡工業大学附属城東高等学校)

　
本
学
は
、福
岡
工
業
大
学
、同
短
期

大
学
部
及
び
福
岡
工
業
大
学
附
属
城

東
高
校
の
３
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、学
生
・
生
徒
は
約
6
，8
0
0
名

が
在
籍
し
、彼
ら
と
共
に
フ
ル
タ
イ
ム
の

教
職
員
3
5
3
名
が
教
育
・
研
究
の
諸

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、学
齢

人
口
の
減
少
に
伴
う
経
営
環
境
の
悪

化
、経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
う
雇
用
環

境
の
悪
化
等
、学
校
と
学
生
双
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。全
国
で
学
生
定
員
を
確
保
出
来

て
い
な
い
学
校
は
大
学
が
４
割
、短
大

が
６
割
に
も
及
び
、存
続
の
危
機
に
あ
る

学
校
が
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
春

卒
業
し
た
学
生
の
就
職
率
は
全
国
で
６

割
に
止
ま
る
等
、学
生
に
と
っ
て
も
先
例

の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、本
学
は一人
ひ
と

り
の
学
生
・
生
徒
を
環
境
変
化
へ
の
適

応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し
て
育
成

す
る
為
に「
F
o
r 
a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
〜
す
べ
て
の
学
生
・

生
徒
の
た
め
に
」を
経
営
理
念
に
掲
げ

て
い
ま
す
。全
教
職
員
の
行
動
や
言
動

の
す
べ
て
が
、す
べ
て
の
学
生
・
生
徒
に

と
っ
て
将
来
を
切
り
開
く
為
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
、そ
の
こ
と
を
基
本
的
考
え

方
と
す
る
為
で
す
。

　
ま
た
、「
情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領

域
で
教
育
研
究
力
を
発
揮
し
、広
く
社

会
に
貢
献
す
る
」こ
と
を
経
営
目
標
に

掲
げ
、人
材
育
成
と
学
術
研
究
の
両
面

か
ら
、我
が
国
の
環
境
技
術
立
国
に
資

す
る
活
動
を
行
い
、も
と
よ
り
、極
め
て

公
共
性
の
高
い
使
命
を
帯
び
て
い
る
学

校
法
人
と
し
て
、国
や
社
会
の
求
め
で

あ
る
教
育
改
革
に
対
し
て
、絶
え
間
の

な
い
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
多
く
の
領
域
で
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
中
長
期
経
営
計
画
）を
策
定
し
、こ
れ

に
沿
っ
て
、各
設
置
校
、各
学
部
等
が
自

主
・
自
律
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
計

画
し
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
企

業
的
経
営
管
理
手
法
を
用
い
て
、諸
計

画
の
実
現
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、近
年
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
こ

の
計
画
を
財
政
面
か
ら
後
押
し
す
る
財

政
計
画
に
沿
っ
て
①
募
集
力
、②
就
職

力
及
び
③
教
育
力
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化
、

並
び
に
④
研
究
高
度
化
を
重
点
的
な
取

り
組
み
と
位
置
付
け
、こ
れ
ら
を
組
織・

財
政
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
⑤
経

営
・
財
務
力
の
強
化
を
図
り
、継
続
的

改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
・
生
徒
の
募
集
に
つ
い
て
、教
育

力
が
向
上
し
、学
生
・
生
徒
の
実
力
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、自
ず
と
彼

ら
の
将
来
も
開
け
、そ
の
実
績
に
対
す

る
信
頼
と
今
後
の
期
待
か
ら
、本
学
へ

の
入
学
志
願
が
多
く
な
る
こ
と
は
至
当

の
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、教
育
・
研
究
活

動
の
現
状
を
課
題
や
問
題
も
含
め
て
詳

し
く
公
開
し
、信
頼
を
得
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
っ
て
、学
校
法
人
は
そ
の
経
営
・
財
務

の
情
報
に
つ
い
て
、事
業
報
告
書
の
作
成

と
そ
の
公
開
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、本
学
で
は
そ
の
以
前
か
ら
求
め
ら
れ

る
内
容
以
上
に
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
、公
表
し
て
い
ま
し
た
。更
に
、今

年
４
月
に
は
教
育
研
究
活
動
情
報
の
公

表
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
以

前
か
ら
独
自
の「
教
育
研
究
活
動
報
告

書
」を
作
成
し
、学
生
・
生
徒
の
保
護

者
、企
業
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
配

布
し
情
報
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
志
願
者
・
入
学
者
数
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
は
様
々
に
あ
り
ま
す

が
、積
極
的
な
情
報
公
表
に
よ
っ
て
信

頼
・
期
待
を
得
る
こ
と
は
、そ
の
重
要

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

直
近
の
入
試
で
は
、大
学
は
こ
の
６
年
、

連
続
で
志
願
者
が
増
加
し
、過
去
10
年

間
で
最
大
の
志
願
者
数
に
な
り
ま
し

た
。短
大
は
、全
国
の
短
大
の
約
６
割
が

定
員
を
確
保
出
来
な
い
中
で
、定
員
の

1
・
16
倍（
前
年
度
は
1
・
26
倍
）の
入

学
者
を
確
保
し
て
い
ま
す
。附
属
高
校

も
７
年
連
続
で
志
願
者
を
増
加
さ
せ
、

福
岡
市
の
私
立
高
校
で
は
最
多
の
2
，

3
5
7
名
の
志
願
が
あ
り
ま
し
た
。

　
就
職
教
育
と
就
職
支
援
に
関
し
て
、

大
学
で
は「
キ
ャ
リ
ア・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支

援
と
プ
ラ
ス
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、短

大
で
は「
進
路
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い

う
２
本
の
大
き
な
取
組
の
柱
が
あ
り
ま

す
。こ
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、学
生
の

習
熟
度
や
希
望
進
路
に
合
わ
せ
て
、個

人
指
導
に
よ
っ
て
細
や
か
に
対
応
す
る

こ
と
と
、卒
業
時
点
で
進
路
未
決
定
で

あ
っ
た
場
合
に
は
無
償
で
在
学
生
と
同

等
の
指
導
や
支
援
を
行
う
等
、進
路
決

定
に一定
の
責
任
を
持
つ
こ
と
を
共
通
の

特
長
と
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
国

等
か
ら
相
応
の
評
価
を
受
け
、文
部
科

学
省
等
の
学
校
改
革
を
推
進
す
る
補

助
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
春

の
進
路
の
実
績
は
大
学
の
就
職
内
定
率

が
93
・
3
%
、短
大
が
94
・
9
%
、高
校

が
1
0
0
%
と
な
り
、い
ず
れ
も
福
岡

県
平
均
や
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
大
学
改
革
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
要
因
で
す
。ま
た
、

工
業
や
情
報
技
術
の
革
新
は
大
学
教
育

◎インタビューを終えて

福岡銀行
谷  正明取締役頭取

学
齢
人
口
の
減
少
や

若
年
者
雇
用
環
境
の
悪
化
の
中
で

に一層
高
度
な
専
門
性
を
求
め
ま
す
。

　
各
学
部
・
学
科
等
が
専
門
教
育
の
内

容
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
は
当
然

と
し
て
、そ
の
専
門
教
育
の
機
会
や
土

台
と
な
る
学
力
の
十
分
な
確
保
の
為

に
、本
学
の
大
学
・
短
大
で
は
、学
習
動

機
付
け
等
の
基
盤
的
教
育
を
入
学
前

か
ら
行
い
ま
す
。ま
た
、初
年
次
に
お
い

て
、専
門
教
育
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
数
学
、国
語
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
等
を
補
完
す
る
為
に
、フ
レ
ッ
シ
ュマ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、正
課
外
の
基

盤
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
取

福岡工業大学様は少子化が進む中でも大学、高校の志願者数が増加傾向にある等、
地元から高い評価を得ておられます。これも「For all the students～すべての学生・
生徒のために」という経営理念の下で、戦略的且つ継続的な学校改革に注力してこられた
賜物ではないでしょうか。
九州No.1の教育拠点となることを目指して様々な取り組みを進めておられる福岡工業

大学様が、今後も広く社会に貢献する教育機関としてご発展を続けられることを期待して
おります。

鵜木 洋二氏理事長
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学校法人 福岡工業大学

For all the students～
すべての学生・生徒のために

▲モノづくりセンターの説明

▲キャンパス内視察風景

学校法人 福岡工業大学
う の き

情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領
域
で
、

広
く
社
会
に
貢
献
す
る

り
組
み
は
、本
学
で
は
工
業
高
校
出
身

者
が
多
く
、必
要
と
な
る
教
科
目
を
履

修
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

る
為
、そ
の
有
効
な
対
策
と
し
て
高
校

サ
イ
ド
か
ら
も
支
持
さ
れ
好
評
で
す
。

　
一
方
で
、学
生
の
社
会
性
や
創
造

性
を
育
む
為
に
、実
体
験
を
通
じ
た

体
験
型
や
創
成
型
の
教
育
も
重
視

し
て
お
り
、モ
ノ
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
の
創
作
活
動
、

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認

証
維
持
活
動
、並
び
に
地

域
社
会
の
共
創
を
目
的
と

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト

の
活
動
を
通
じ
た
環
境
保

全
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
も
と
て
も
重
要
な

学
習
機
会
と
し
て
多
く
の

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
更
に
、今
日
の
社
会
で

は
自
主
・
自
律
性
の
高
い
、

即
戦
力
に
な
り
得
る
人
材

育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
か

ら
、
本
学
で
は
就
業
力

（「
志
向
す
る
力
」「
共
働

す
る
力
」「
解
決
す
る
力
」

及
び「
実
践
す
る
力
」）を

育
む
取
り
組
み（「『
4
つ

の
力
』育
成
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
」）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
も
前

述
の
就
職
力
強
化
の
取
り

組
み
と
同
様
に
国
の
評
価
を
得
て
補
助

事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、国
際
化
教
育
や
国
際
貢
献
の

為
に
、米
国（
３
大
学
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア（
１
大
学
）、中
国（
４
大
学
）、韓
国

（
３
大
学
）、並
び
に
タ
イ（
２
大
学
）等

６
カ
国
14
大
学
と
学
術
交
流・姉
妹
校

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。ま
た
、急
激

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適
応
す

る
為
に
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
事
務
所
、福

工
大
北
華
大
学
日
本
語
セ
ン
タ
ー（
中

国
）、福
工
大
K
M
I
T
L
日
本
語
セ

ン
タ
ー（
タ
イ
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
研
究
成
果
を
研
究
の
場
か
ら
教
育
の

場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
研
究

者
の
重
要
な
使
命
で
あ
り
、教
育
と
研

究
は
不
可
分
と
言
え
ま
す
。そ
こ
で
、本

学
の
教
育
領
域
に
対
応
す
る
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
、情
報
科
学
研
究
所
、

環
境
科
学
研
究
所
か
ら
な
る
総
合
研
究

機
構
を
形
成
し
、教
育
内
容
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究

成
果
の
社
会
還
元
や
実
用
化
研
究
も

重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

同
機
構
に
付
属
し
て
い
る
次
世
代
マ
イ

ク
ロ
／
ナ
ノ
金
型
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ガ
ラ
ス
製
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
や
マ
イ
ク

ロ
レ
ン
ズ
ア
レ
イ
シ
ー
ト
の
量
産
に
使
わ

れ
る
超
硬
合
金
製
の
金
型
に
対
す
る
超

精
密
微
細
加
工
技
術
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。世
界
に
誇
れ
る
次
世
代
加
工

技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く
、地
域
企
業

に
貢
献
出
来
る
研
究
所
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、本
学（
代
表
校
）、九
州
大

学
、福
岡
女
子
大
学
及
び
西
南
学
院
大

学
の
国
公
私
４
大
学
が
共
同
で
、「
地

域
が
抱
え
る
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
」を
テ
ー
マ
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
形
成
し
、高
度
環
境
人
材
育
成
、

４
大
学
間
共
同
研
究
、研
究
成
果
に
よ

る
東
ア
ジ
ア
展
開
等
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、研
究
領
域
に
お
け
る
最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、J
A
X
A
の
惑
星

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
持
ち
帰
っ
た
微

粒
子
を
分
析・研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
本
学
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、学
生
と
共
に
小
型
人
工
衛
星
を

製
作
し
、H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
で
運
ん
で
も

ら
い
宇
宙
空
間
に
放
出
さ
れ
、宇
宙
と

地
上
と
の
通
信
実
験
を
行
う
予
定
で

す
。今
ま
さ
に
そ
の
人
工
衛
星
の
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。

募
集
力
〜
積
極
的
情
報
公
表
に
よ
っ
て

社
会
の
信
頼
を
得
る

就
職
力
〜
学
生・生
徒
の
進
路
決
定
に

責
任
を
持
つ

教
育
力
〜
学
ぶ
力
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
拡
げ
る
教
育

研
究
高
度
化
〜
研
究
成
果
は
教
育
と

社
会
貢
献
の
リ
ソ
ー
ス

経
営
革
新
に
よ
っ
て

「
九
州
No.
1
の
教
育
拠
点
」を
目
指
す

　　
本
学
で
は
、以
上
の
よ
う
な
種
々
の

取
り
組
み
を
計
画
か
ら
実
行
、成
果
の

創
出
ま
で
、そ
の
進
捗
を
管
理
し
、計
画

実
現
性
を
高
め
る
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、文
部
科
学
省
、日
本
私
立
学
校
振

興・共
済
事
業
団
、大
学
評
価・学
位
授

与
機
構
、日
本
私
立
大
学
協
会
等
の
取

材
と
そ
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、「
企
業

的
な
成
果
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
成
功
し
、P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
実
質
的
に
機
能
さ
せ
て
い

る
」、「
福
岡
工
業
大
学
の
事
例
は
、好

▲おとめが池を囲むインテリジェントキャンパス

事
例
と
し
て
他
大
学
の
手
法
に
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
」等
の
高
い
評
価
を
過

年
度
か
ら
継
続
し
て
得
て
い
ま
す
。

　
更
に
、こ
の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
先
進

さ
せ
る
為
に
、学
校
法
人
で
は
ま
だ
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営・財
務
の
外

部
評
価（
格
付
の
取
得
）を
受
け
て
い

ま
す
。こ
の
外
部
評
価
は
、評
価
を
受

け
る
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
の
結
果
が
、本

学
の
経
営
・
財
務
状
況
の
点
検
・
評
価
、

調
査・分
析
の一助
と
し
て
極
め
て
有
効

と
の
判
断
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。直

近
の
評
価
で
は
、審
査
機
関
の
評
価
基

準
が
毎
年
厳
し
く
な
る
中
で
、本
学
の

評
価（
格
付
）は
向
上
し「
Ａ（
安
定

的
）」と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。こ
こ

▲左から栗田支店長、下村学長、谷頭取、鵜木理事長、大谷常務理事

で
は「
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
経
営

管
理
的
手
法
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
長
所
」等
の
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

本
学
の
教
育
研
究
活
動
が
活
性
化
し
、

学
生
・
生
徒
の
募
集
力
、延
い
て
は
経

営
・
財
務
力
向
上
の
証
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
国
の
新
成
長
戦
略
で
は
、教
育
に
関

し
て「
強
い
人
材
の
実
現（
育
成
）が
、

成
長
の
原
動
力
と
し
て
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
」と
の
認
識
が
示
さ
れ
、こ
れ
を

受
け
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」、「
地
域
を
支
え
る

職
業
人
」及
び「
新
し
い
公
共
の
担
い

手
」の
育
成
が
政
策
目
標
の
中
核
に
据

え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
政
策
目
標
と

本
学
の
経
営
計
画
に
お
け
る
戦
略
目
標

は
同一の
も
の
で
あ
り
、当
計
画
に
内
包

す
る
諸
施
策
は
社
会
や
学
生
・
生
徒
の

ニ
ー
ズ
と
適
合
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
、当
面
の
重
点
的
取
り
組

み
は
、北
米
や
ア
ジ
ア
で
の
教
育
研
究

活
動
、実
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
度
合

い
や
外
部
評
価
の
高
い
研
究
活
動
、並

び
に
教
育
機
会
の
多
様
化
を
中
心
と
し

た
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推

進
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、時
代
の
変

革
に
適
応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し

て
学
生
・
生
徒
を
育
み
、延
い
て
は「
九

州
No.
1
の
教
育
拠
点
」と
の
評
価
を
得

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

福岡工業大学
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■創　　設：1954年４月
■所 在 地：福岡市東区
■教 職 員：353名
■学生・生徒：6,715名
■事業内容：教育機関（大学、短期大学、高等学校）
■事業拠点：福岡市東区(福岡工業大学、福岡工業大学短期大学部、
　　　　　　福岡工業大学附属城東高等学校)

　
本
学
は
、福
岡
工
業
大
学
、同
短
期

大
学
部
及
び
福
岡
工
業
大
学
附
属
城

東
高
校
の
３
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、学
生
・
生
徒
は
約
6
，8
0
0
名

が
在
籍
し
、彼
ら
と
共
に
フ
ル
タ
イ
ム
の

教
職
員
3
5
3
名
が
教
育
・
研
究
の
諸

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、学
齢

人
口
の
減
少
に
伴
う
経
営
環
境
の
悪

化
、経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
う
雇
用
環

境
の
悪
化
等
、学
校
と
学
生
双
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。全
国
で
学
生
定
員
を
確
保
出
来

て
い
な
い
学
校
は
大
学
が
４
割
、短
大

が
６
割
に
も
及
び
、存
続
の
危
機
に
あ
る

学
校
が
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
春

卒
業
し
た
学
生
の
就
職
率
は
全
国
で
６

割
に
止
ま
る
等
、学
生
に
と
っ
て
も
先
例

の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、本
学
は一人
ひ
と

り
の
学
生
・
生
徒
を
環
境
変
化
へ
の
適

応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し
て
育
成

す
る
為
に「
F
o
r 

a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
〜
す
べ
て
の
学
生
・

生
徒
の
た
め
に
」を
経
営
理
念
に
掲
げ

て
い
ま
す
。全
教
職
員
の
行
動
や
言
動

の
す
べ
て
が
、す
べ
て
の
学
生
・
生
徒
に

と
っ
て
将
来
を
切
り
開
く
為
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
、そ
の
こ
と
を
基
本
的
考
え

方
と
す
る
為
で
す
。

　
ま
た
、「
情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領

域
で
教
育
研
究
力
を
発
揮
し
、広
く
社

会
に
貢
献
す
る
」こ
と
を
経
営
目
標
に

掲
げ
、人
材
育
成
と
学
術
研
究
の
両
面

か
ら
、我
が
国
の
環
境
技
術
立
国
に
資

す
る
活
動
を
行
い
、も
と
よ
り
、極
め
て

公
共
性
の
高
い
使
命
を
帯
び
て
い
る
学

校
法
人
と
し
て
、国
や
社
会
の
求
め
で

あ
る
教
育
改
革
に
対
し
て
、絶
え
間
の

な
い
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
多
く
の
領
域
で
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
中
長
期
経
営
計
画
）を
策
定
し
、こ
れ

に
沿
っ
て
、各
設
置
校
、各
学
部
等
が
自

主
・
自
律
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
計

画
し
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
企

業
的
経
営
管
理
手
法
を
用
い
て
、諸
計

画
の
実
現
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、近
年
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
こ

の
計
画
を
財
政
面
か
ら
後
押
し
す
る
財

政
計
画
に
沿
っ
て
①
募
集
力
、②
就
職

力
及
び
③
教
育
力
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化
、

並
び
に
④
研
究
高
度
化
を
重
点
的
な
取

り
組
み
と
位
置
付
け
、こ
れ
ら
を
組
織・

財
政
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
⑤
経

営
・
財
務
力
の
強
化
を
図
り
、継
続
的

改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
・
生
徒
の
募
集
に
つ
い
て
、教
育

力
が
向
上
し
、学
生
・
生
徒
の
実
力
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、自
ず
と
彼

ら
の
将
来
も
開
け
、そ
の
実
績
に
対
す

る
信
頼
と
今
後
の
期
待
か
ら
、本
学
へ

の
入
学
志
願
が
多
く
な
る
こ
と
は
至
当

の
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、教
育
・
研
究
活

動
の
現
状
を
課
題
や
問
題
も
含
め
て
詳

し
く
公
開
し
、信
頼
を
得
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
っ
て
、学
校
法
人
は
そ
の
経
営
・
財
務

の
情
報
に
つ
い
て
、事
業
報
告
書
の
作
成

と
そ
の
公
開
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、本
学
で
は
そ
の
以
前
か
ら
求
め
ら
れ

る
内
容
以
上
に
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
、公
表
し
て
い
ま
し
た
。更
に
、今

年
４
月
に
は
教
育
研
究
活
動
情
報
の
公

表
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
以

前
か
ら
独
自
の「
教
育
研
究
活
動
報
告

書
」を
作
成
し
、学
生
・
生
徒
の
保
護

者
、企
業
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
配

布
し
情
報
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
志
願
者
・
入
学
者
数
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
は
様
々
に
あ
り
ま
す

が
、積
極
的
な
情
報
公
表
に
よ
っ
て
信

頼
・
期
待
を
得
る
こ
と
は
、そ
の
重
要

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

直
近
の
入
試
で
は
、大
学
は
こ
の
６
年
、

連
続
で
志
願
者
が
増
加
し
、過
去
10
年

間
で
最
大
の
志
願
者
数
に
な
り
ま
し

た
。短
大
は
、全
国
の
短
大
の
約
６
割
が

定
員
を
確
保
出
来
な
い
中
で
、定
員
の

1
・
16
倍（
前
年
度
は
1
・
26
倍
）の
入

学
者
を
確
保
し
て
い
ま
す
。附
属
高
校

も
７
年
連
続
で
志
願
者
を
増
加
さ
せ
、

福
岡
市
の
私
立
高
校
で
は
最
多
の
2
，

3
5
7
名
の
志
願
が
あ
り
ま
し
た
。

　
就
職
教
育
と
就
職
支
援
に
関
し
て
、

大
学
で
は「
キ
ャ
リ
ア・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支

援
と
プ
ラ
ス
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、短

大
で
は「
進
路
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い

う
２
本
の
大
き
な
取
組
の
柱
が
あ
り
ま

す
。こ
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、学
生
の

習
熟
度
や
希
望
進
路
に
合
わ
せ
て
、個

人
指
導
に
よ
っ
て
細
や
か
に
対
応
す
る

こ
と
と
、卒
業
時
点
で
進
路
未
決
定
で

あ
っ
た
場
合
に
は
無
償
で
在
学
生
と
同

等
の
指
導
や
支
援
を
行
う
等
、進
路
決

定
に一定
の
責
任
を
持
つ
こ
と
を
共
通
の

特
長
と
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
国

等
か
ら
相
応
の
評
価
を
受
け
、文
部
科

学
省
等
の
学
校
改
革
を
推
進
す
る
補

助
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
春

の
進
路
の
実
績
は
大
学
の
就
職
内
定
率

が
93
・
3
%
、短
大
が
94
・
9
%
、高
校

が
1
0
0
%
と
な
り
、い
ず
れ
も
福
岡

県
平
均
や
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
大
学
改
革
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
要
因
で
す
。ま
た
、

工
業
や
情
報
技
術
の
革
新
は
大
学
教
育

◎インタビューを終えて

福岡銀行
谷  正明取締役頭取

学
齢
人
口
の
減
少
や

若
年
者
雇
用
環
境
の
悪
化
の
中
で

に一層
高
度
な
専
門
性
を
求
め
ま
す
。

　
各
学
部
・
学
科
等
が
専
門
教
育
の
内

容
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
は
当
然

と
し
て
、そ
の
専
門
教
育
の
機
会
や
土

台
と
な
る
学
力
の
十
分
な
確
保
の
為

に
、本
学
の
大
学
・
短
大
で
は
、学
習
動

機
付
け
等
の
基
盤
的
教
育
を
入
学
前

か
ら
行
い
ま
す
。ま
た
、初
年
次
に
お
い

て
、専
門
教
育
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
数
学
、国
語
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
等
を
補
完
す
る
為
に
、フ
レ
ッ
シ
ュマ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、正
課
外
の
基

盤
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
取

福岡工業大学様は少子化が進む中でも大学、高校の志願者数が増加傾向にある等、
地元から高い評価を得ておられます。これも「For all the students～すべての学生・
生徒のために」という経営理念の下で、戦略的且つ継続的な学校改革に注力してこられた
賜物ではないでしょうか。
九州No.1の教育拠点となることを目指して様々な取り組みを進めておられる福岡工業

大学様が、今後も広く社会に貢献する教育機関としてご発展を続けられることを期待して
おります。

鵜木 洋二氏理事長

学長 下村 輝夫氏
常務理事 大谷 忠彦氏
■取引店／福岡銀行 新宮支店

学校法人 福岡工業大学

For all the students～
すべての学生・生徒のために

▲モノづくりセンターの説明

▲キャンパス内視察風景

学校法人 福岡工業大学
う の き

情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領
域
で
、

広
く
社
会
に
貢
献
す
る

り
組
み
は
、本
学
で
は
工
業
高
校
出
身

者
が
多
く
、必
要
と
な
る
教
科
目
を
履

修
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

る
為
、そ
の
有
効
な
対
策
と
し
て
高
校

サ
イ
ド
か
ら
も
支
持
さ
れ
好
評
で
す
。

　
一
方
で
、学
生
の
社
会
性
や
創
造

性
を
育
む
為
に
、実
体
験
を
通
じ
た

体
験
型
や
創
成
型
の
教
育
も
重
視

し
て
お
り
、モ
ノ
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
の
創
作
活
動
、

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認

証
維
持
活
動
、並
び
に
地

域
社
会
の
共
創
を
目
的
と

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト

の
活
動
を
通
じ
た
環
境
保

全
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
も
と
て
も
重
要
な

学
習
機
会
と
し
て
多
く
の

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
更
に
、今
日
の
社
会
で

は
自
主
・
自
律
性
の
高
い
、

即
戦
力
に
な
り
得
る
人
材

育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
か

ら
、
本
学
で
は
就
業
力

（「
志
向
す
る
力
」「
共
働

す
る
力
」「
解
決
す
る
力
」

及
び「
実
践
す
る
力
」）を

育
む
取
り
組
み（「『
4
つ

の
力
』育
成
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
」）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
も
前

述
の
就
職
力
強
化
の
取
り

組
み
と
同
様
に
国
の
評
価
を
得
て
補
助

事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、国
際
化
教
育
や
国
際
貢
献
の

為
に
、米
国（
３
大
学
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア（
１
大
学
）、中
国（
４
大
学
）、韓
国

（
３
大
学
）、並
び
に
タ
イ（
２
大
学
）等

６
カ
国
14
大
学
と
学
術
交
流・姉
妹
校

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。ま
た
、急
激

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適
応
す

る
為
に
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
事
務
所
、福

工
大
北
華
大
学
日
本
語
セ
ン
タ
ー（
中

国
）、福
工
大
K
M
I
T
L
日
本
語
セ

ン
タ
ー（
タ
イ
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
研
究
成
果
を
研
究
の
場
か
ら
教
育
の

場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
研
究

者
の
重
要
な
使
命
で
あ
り
、教
育
と
研

究
は
不
可
分
と
言
え
ま
す
。そ
こ
で
、本

学
の
教
育
領
域
に
対
応
す
る
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
、情
報
科
学
研
究
所
、

環
境
科
学
研
究
所
か
ら
な
る
総
合
研
究

機
構
を
形
成
し
、教
育
内
容
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究

成
果
の
社
会
還
元
や
実
用
化
研
究
も

重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

同
機
構
に
付
属
し
て
い
る
次
世
代
マ
イ

ク
ロ
／
ナ
ノ
金
型
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ガ
ラ
ス
製
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
や
マ
イ
ク

ロ
レ
ン
ズ
ア
レ
イ
シ
ー
ト
の
量
産
に
使
わ

れ
る
超
硬
合
金
製
の
金
型
に
対
す
る
超

精
密
微
細
加
工
技
術
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。世
界
に
誇
れ
る
次
世
代
加
工

技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く
、地
域
企
業

に
貢
献
出
来
る
研
究
所
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、本
学（
代
表
校
）、九
州
大

学
、福
岡
女
子
大
学
及
び
西
南
学
院
大

学
の
国
公
私
４
大
学
が
共
同
で
、「
地

域
が
抱
え
る
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
」を
テ
ー
マ
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
形
成
し
、高
度
環
境
人
材
育
成
、

４
大
学
間
共
同
研
究
、研
究
成
果
に
よ

る
東
ア
ジ
ア
展
開
等
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、研
究
領
域
に
お
け
る
最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、J
A
X
A
の
惑
星

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
持
ち
帰
っ
た
微

粒
子
を
分
析・研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
本
学
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、学
生
と
共
に
小
型
人
工
衛
星
を

製
作
し
、H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
で
運
ん
で
も

ら
い
宇
宙
空
間
に
放
出
さ
れ
、宇
宙
と

地
上
と
の
通
信
実
験
を
行
う
予
定
で

す
。今
ま
さ
に
そ
の
人
工
衛
星
の
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。

募
集
力
〜
積
極
的
情
報
公
表
に
よ
っ
て

社
会
の
信
頼
を
得
る

就
職
力
〜
学
生・生
徒
の
進
路
決
定
に

責
任
を
持
つ

教
育
力
〜
学
ぶ
力
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
拡
げ
る
教
育

研
究
高
度
化
〜
研
究
成
果
は
教
育
と

社
会
貢
献
の
リ
ソ
ー
ス

経
営
革
新
に
よ
っ
て

「
九
州
No.
1
の
教
育
拠
点
」を
目
指
す

　　
本
学
で
は
、以
上
の
よ
う
な
種
々
の

取
り
組
み
を
計
画
か
ら
実
行
、成
果
の

創
出
ま
で
、そ
の
進
捗
を
管
理
し
、計
画

実
現
性
を
高
め
る
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、文
部
科
学
省
、日
本
私
立
学
校
振

興・共
済
事
業
団
、大
学
評
価・学
位
授

与
機
構
、日
本
私
立
大
学
協
会
等
の
取

材
と
そ
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、「
企
業

的
な
成
果
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
成
功
し
、P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
実
質
的
に
機
能
さ
せ
て
い

る
」、「
福
岡
工
業
大
学
の
事
例
は
、好

▲おとめが池を囲むインテリジェントキャンパス

事
例
と
し
て
他
大
学
の
手
法
に
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
」等
の
高
い
評
価
を
過

年
度
か
ら
継
続
し
て
得
て
い
ま
す
。

　
更
に
、こ
の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
先
進

さ
せ
る
為
に
、学
校
法
人
で
は
ま
だ
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営・財
務
の
外

部
評
価（
格
付
の
取
得
）を
受
け
て
い

ま
す
。こ
の
外
部
評
価
は
、評
価
を
受

け
る
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
の
結
果
が
、本

学
の
経
営
・
財
務
状
況
の
点
検
・
評
価
、

調
査・分
析
の一助
と
し
て
極
め
て
有
効

と
の
判
断
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。直

近
の
評
価
で
は
、審
査
機
関
の
評
価
基

準
が
毎
年
厳
し
く
な
る
中
で
、本
学
の

評
価（
格
付
）は
向
上
し「
Ａ（
安
定

的
）」と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。こ
こ

▲左から栗田支店長、下村学長、谷頭取、鵜木理事長、大谷常務理事

で
は「
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
経
営

管
理
的
手
法
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
長
所
」等
の
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

本
学
の
教
育
研
究
活
動
が
活
性
化
し
、

学
生
・
生
徒
の
募
集
力
、延
い
て
は
経

営
・
財
務
力
向
上
の
証
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
国
の
新
成
長
戦
略
で
は
、教
育
に
関

し
て「
強
い
人
材
の
実
現（
育
成
）が
、

成
長
の
原
動
力
と
し
て
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
」と
の
認
識
が
示
さ
れ
、こ
れ
を

受
け
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」、「
地
域
を
支
え
る

職
業
人
」及
び「
新
し
い
公
共
の
担
い

手
」の
育
成
が
政
策
目
標
の
中
核
に
据

え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
政
策
目
標
と

本
学
の
経
営
計
画
に
お
け
る
戦
略
目
標

は
同一の
も
の
で
あ
り
、当
計
画
に
内
包

す
る
諸
施
策
は
社
会
や
学
生
・
生
徒
の

ニ
ー
ズ
と
適
合
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
、当
面
の
重
点
的
取
り
組

み
は
、北
米
や
ア
ジ
ア
で
の
教
育
研
究

活
動
、実
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
度
合

い
や
外
部
評
価
の
高
い
研
究
活
動
、並

び
に
教
育
機
会
の
多
様
化
を
中
心
と
し

た
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推

進
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、時
代
の
変

革
に
適
応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し

て
学
生
・
生
徒
を
育
み
、延
い
て
は「
九

州
No.
1
の
教
育
拠
点
」と
の
評
価
を
得

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

福岡工業大学
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■創　　設：1954年４月
■所 在 地：福岡市東区
■教 職 員：353名
■学生・生徒：6,715名
■事業内容：教育機関（大学、短期大学、高等学校）
■事業拠点：福岡市東区(福岡工業大学、福岡工業大学短期大学部、
　　　　　　福岡工業大学附属城東高等学校)

　
本
学
は
、福
岡
工
業
大
学
、同
短
期

大
学
部
及
び
福
岡
工
業
大
学
附
属
城

東
高
校
の
３
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、学
生
・
生
徒
は
約
6
，8
0
0
名

が
在
籍
し
、彼
ら
と
共
に
フ
ル
タ
イ
ム
の

教
職
員
3
5
3
名
が
教
育
・
研
究
の
諸

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、学
齢

人
口
の
減
少
に
伴
う
経
営
環
境
の
悪

化
、経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
う
雇
用
環

境
の
悪
化
等
、学
校
と
学
生
双
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。全
国
で
学
生
定
員
を
確
保
出
来

て
い
な
い
学
校
は
大
学
が
４
割
、短
大

が
６
割
に
も
及
び
、存
続
の
危
機
に
あ
る

学
校
が
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
春

卒
業
し
た
学
生
の
就
職
率
は
全
国
で
６

割
に
止
ま
る
等
、学
生
に
と
っ
て
も
先
例

の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、本
学
は一人
ひ
と

り
の
学
生
・
生
徒
を
環
境
変
化
へ
の
適

応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し
て
育
成

す
る
為
に「
F
o
r 

a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
〜
す
べ
て
の
学
生
・

生
徒
の
た
め
に
」を
経
営
理
念
に
掲
げ

て
い
ま
す
。全
教
職
員
の
行
動
や
言
動

の
す
べ
て
が
、す
べ
て
の
学
生
・
生
徒
に

と
っ
て
将
来
を
切
り
開
く
為
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
、そ
の
こ
と
を
基
本
的
考
え

方
と
す
る
為
で
す
。

　
ま
た
、「
情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領

域
で
教
育
研
究
力
を
発
揮
し
、広
く
社

会
に
貢
献
す
る
」こ
と
を
経
営
目
標
に

掲
げ
、人
材
育
成
と
学
術
研
究
の
両
面

か
ら
、我
が
国
の
環
境
技
術
立
国
に
資

す
る
活
動
を
行
い
、も
と
よ
り
、極
め
て

公
共
性
の
高
い
使
命
を
帯
び
て
い
る
学

校
法
人
と
し
て
、国
や
社
会
の
求
め
で

あ
る
教
育
改
革
に
対
し
て
、絶
え
間
の

な
い
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
多
く
の
領
域
で
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
中
長
期
経
営
計
画
）を
策
定
し
、こ
れ

に
沿
っ
て
、各
設
置
校
、各
学
部
等
が
自

主
・
自
律
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
計

画
し
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
企

業
的
経
営
管
理
手
法
を
用
い
て
、諸
計

画
の
実
現
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、近
年
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
こ

の
計
画
を
財
政
面
か
ら
後
押
し
す
る
財

政
計
画
に
沿
っ
て
①
募
集
力
、②
就
職

力
及
び
③
教
育
力
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化
、

並
び
に
④
研
究
高
度
化
を
重
点
的
な
取

り
組
み
と
位
置
付
け
、こ
れ
ら
を
組
織・

財
政
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
⑤
経

営
・
財
務
力
の
強
化
を
図
り
、継
続
的

改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
・
生
徒
の
募
集
に
つ
い
て
、教
育

力
が
向
上
し
、学
生
・
生
徒
の
実
力
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、自
ず
と
彼

ら
の
将
来
も
開
け
、そ
の
実
績
に
対
す

る
信
頼
と
今
後
の
期
待
か
ら
、本
学
へ

の
入
学
志
願
が
多
く
な
る
こ
と
は
至
当

の
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、教
育
・
研
究
活

動
の
現
状
を
課
題
や
問
題
も
含
め
て
詳

し
く
公
開
し
、信
頼
を
得
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
っ
て
、学
校
法
人
は
そ
の
経
営
・
財
務

の
情
報
に
つ
い
て
、事
業
報
告
書
の
作
成

と
そ
の
公
開
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、本
学
で
は
そ
の
以
前
か
ら
求
め
ら
れ

る
内
容
以
上
に
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
、公
表
し
て
い
ま
し
た
。更
に
、今

年
４
月
に
は
教
育
研
究
活
動
情
報
の
公

表
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
以

前
か
ら
独
自
の「
教
育
研
究
活
動
報
告

書
」を
作
成
し
、学
生
・
生
徒
の
保
護

者
、企
業
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
配

布
し
情
報
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
志
願
者
・
入
学
者
数
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
は
様
々
に
あ
り
ま
す

が
、積
極
的
な
情
報
公
表
に
よ
っ
て
信

頼
・
期
待
を
得
る
こ
と
は
、そ
の
重
要

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

直
近
の
入
試
で
は
、大
学
は
こ
の
６
年
、

連
続
で
志
願
者
が
増
加
し
、過
去
10
年

間
で
最
大
の
志
願
者
数
に
な
り
ま
し

た
。短
大
は
、全
国
の
短
大
の
約
６
割
が

定
員
を
確
保
出
来
な
い
中
で
、定
員
の

1
・
16
倍（
前
年
度
は
1
・
26
倍
）の
入

学
者
を
確
保
し
て
い
ま
す
。附
属
高
校

も
７
年
連
続
で
志
願
者
を
増
加
さ
せ
、

福
岡
市
の
私
立
高
校
で
は
最
多
の
2
，

3
5
7
名
の
志
願
が
あ
り
ま
し
た
。

　
就
職
教
育
と
就
職
支
援
に
関
し
て
、

大
学
で
は「
キ
ャ
リ
ア・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支

援
と
プ
ラ
ス
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、短

大
で
は「
進
路
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い

う
２
本
の
大
き
な
取
組
の
柱
が
あ
り
ま

す
。こ
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、学
生
の

習
熟
度
や
希
望
進
路
に
合
わ
せ
て
、個

人
指
導
に
よ
っ
て
細
や
か
に
対
応
す
る

こ
と
と
、卒
業
時
点
で
進
路
未
決
定
で

あ
っ
た
場
合
に
は
無
償
で
在
学
生
と
同

等
の
指
導
や
支
援
を
行
う
等
、進
路
決

定
に一定
の
責
任
を
持
つ
こ
と
を
共
通
の

特
長
と
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
国

等
か
ら
相
応
の
評
価
を
受
け
、文
部
科

学
省
等
の
学
校
改
革
を
推
進
す
る
補

助
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
春

の
進
路
の
実
績
は
大
学
の
就
職
内
定
率

が
93
・
3
%
、短
大
が
94
・
9
%
、高
校

が
1
0
0
%
と
な
り
、い
ず
れ
も
福
岡

県
平
均
や
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
大
学
改
革
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
要
因
で
す
。ま
た
、

工
業
や
情
報
技
術
の
革
新
は
大
学
教
育

◎インタビューを終えて

福岡銀行
谷  正明取締役頭取

学
齢
人
口
の
減
少
や

若
年
者
雇
用
環
境
の
悪
化
の
中
で

に一層
高
度
な
専
門
性
を
求
め
ま
す
。

　
各
学
部
・
学
科
等
が
専
門
教
育
の
内

容
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
は
当
然

と
し
て
、そ
の
専
門
教
育
の
機
会
や
土

台
と
な
る
学
力
の
十
分
な
確
保
の
為

に
、本
学
の
大
学
・
短
大
で
は
、学
習
動

機
付
け
等
の
基
盤
的
教
育
を
入
学
前

か
ら
行
い
ま
す
。ま
た
、初
年
次
に
お
い

て
、専
門
教
育
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
数
学
、国
語
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
等
を
補
完
す
る
為
に
、フ
レ
ッ
シ
ュマ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、正
課
外
の
基

盤
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
取

福岡工業大学様は少子化が進む中でも大学、高校の志願者数が増加傾向にある等、
地元から高い評価を得ておられます。これも「For all the students～すべての学生・
生徒のために」という経営理念の下で、戦略的且つ継続的な学校改革に注力してこられた
賜物ではないでしょうか。
九州No.1の教育拠点となることを目指して様々な取り組みを進めておられる福岡工業

大学様が、今後も広く社会に貢献する教育機関としてご発展を続けられることを期待して
おります。

鵜木 洋二氏理事長

学長 下村 輝夫氏
常務理事 大谷 忠彦氏
■取引店／福岡銀行 新宮支店

学校法人 福岡工業大学

For all the students～
すべての学生・生徒のために

▲モノづくりセンターの説明

▲キャンパス内視察風景

学校法人 福岡工業大学
う の き

情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領
域
で
、

広
く
社
会
に
貢
献
す
る

り
組
み
は
、本
学
で
は
工
業
高
校
出
身

者
が
多
く
、必
要
と
な
る
教
科
目
を
履

修
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

る
為
、そ
の
有
効
な
対
策
と
し
て
高
校

サ
イ
ド
か
ら
も
支
持
さ
れ
好
評
で
す
。

　
一
方
で
、学
生
の
社
会
性
や
創
造

性
を
育
む
為
に
、実
体
験
を
通
じ
た

体
験
型
や
創
成
型
の
教
育
も
重
視

し
て
お
り
、モ
ノ
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
の
創
作
活
動
、

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認

証
維
持
活
動
、並
び
に
地

域
社
会
の
共
創
を
目
的
と

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト

の
活
動
を
通
じ
た
環
境
保

全
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
も
と
て
も
重
要
な

学
習
機
会
と
し
て
多
く
の

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
更
に
、今
日
の
社
会
で

は
自
主
・
自
律
性
の
高
い
、

即
戦
力
に
な
り
得
る
人
材

育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
か

ら
、
本
学
で
は
就
業
力

（「
志
向
す
る
力
」「
共
働

す
る
力
」「
解
決
す
る
力
」

及
び「
実
践
す
る
力
」）を

育
む
取
り
組
み（「『
4
つ

の
力
』育
成
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
」）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
も
前

述
の
就
職
力
強
化
の
取
り

組
み
と
同
様
に
国
の
評
価
を
得
て
補
助

事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、国
際
化
教
育
や
国
際
貢
献
の

為
に
、米
国（
３
大
学
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア（
１
大
学
）、中
国（
４
大
学
）、韓
国

（
３
大
学
）、並
び
に
タ
イ（
２
大
学
）等

６
カ
国
14
大
学
と
学
術
交
流・姉
妹
校

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。ま
た
、急
激

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適
応
す

る
為
に
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
事
務
所
、福

工
大
北
華
大
学
日
本
語
セ
ン
タ
ー（
中

国
）、福
工
大
K
M
I
T
L
日
本
語
セ

ン
タ
ー（
タ
イ
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
研
究
成
果
を
研
究
の
場
か
ら
教
育
の

場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
研
究

者
の
重
要
な
使
命
で
あ
り
、教
育
と
研

究
は
不
可
分
と
言
え
ま
す
。そ
こ
で
、本

学
の
教
育
領
域
に
対
応
す
る
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
、情
報
科
学
研
究
所
、

環
境
科
学
研
究
所
か
ら
な
る
総
合
研
究

機
構
を
形
成
し
、教
育
内
容
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究

成
果
の
社
会
還
元
や
実
用
化
研
究
も

重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

同
機
構
に
付
属
し
て
い
る
次
世
代
マ
イ

ク
ロ
／
ナ
ノ
金
型
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ガ
ラ
ス
製
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
や
マ
イ
ク

ロ
レ
ン
ズ
ア
レ
イ
シ
ー
ト
の
量
産
に
使
わ

れ
る
超
硬
合
金
製
の
金
型
に
対
す
る
超

精
密
微
細
加
工
技
術
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。世
界
に
誇
れ
る
次
世
代
加
工

技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く
、地
域
企
業

に
貢
献
出
来
る
研
究
所
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、本
学（
代
表
校
）、九
州
大

学
、福
岡
女
子
大
学
及
び
西
南
学
院
大

学
の
国
公
私
４
大
学
が
共
同
で
、「
地

域
が
抱
え
る
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
」を
テ
ー
マ
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
形
成
し
、高
度
環
境
人
材
育
成
、

４
大
学
間
共
同
研
究
、研
究
成
果
に
よ

る
東
ア
ジ
ア
展
開
等
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、研
究
領
域
に
お
け
る
最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、J
A
X
A
の
惑
星

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
持
ち
帰
っ
た
微

粒
子
を
分
析・研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
本
学
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、学
生
と
共
に
小
型
人
工
衛
星
を

製
作
し
、H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
で
運
ん
で
も

ら
い
宇
宙
空
間
に
放
出
さ
れ
、宇
宙
と

地
上
と
の
通
信
実
験
を
行
う
予
定
で

す
。今
ま
さ
に
そ
の
人
工
衛
星
の
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。

募
集
力
〜
積
極
的
情
報
公
表
に
よ
っ
て

社
会
の
信
頼
を
得
る

就
職
力
〜
学
生・生
徒
の
進
路
決
定
に

責
任
を
持
つ

教
育
力
〜
学
ぶ
力
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
拡
げ
る
教
育

研
究
高
度
化
〜
研
究
成
果
は
教
育
と

社
会
貢
献
の
リ
ソ
ー
ス

経
営
革
新
に
よ
っ
て

「
九
州
No.
1
の
教
育
拠
点
」を
目
指
す

　　
本
学
で
は
、以
上
の
よ
う
な
種
々
の

取
り
組
み
を
計
画
か
ら
実
行
、成
果
の

創
出
ま
で
、そ
の
進
捗
を
管
理
し
、計
画

実
現
性
を
高
め
る
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、文
部
科
学
省
、日
本
私
立
学
校
振

興・共
済
事
業
団
、大
学
評
価・学
位
授

与
機
構
、日
本
私
立
大
学
協
会
等
の
取

材
と
そ
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、「
企
業

的
な
成
果
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
成
功
し
、P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
実
質
的
に
機
能
さ
せ
て
い

る
」、「
福
岡
工
業
大
学
の
事
例
は
、好

▲おとめが池を囲むインテリジェントキャンパス

事
例
と
し
て
他
大
学
の
手
法
に
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
」等
の
高
い
評
価
を
過

年
度
か
ら
継
続
し
て
得
て
い
ま
す
。

　
更
に
、こ
の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
先
進

さ
せ
る
為
に
、学
校
法
人
で
は
ま
だ
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営・財
務
の
外

部
評
価（
格
付
の
取
得
）を
受
け
て
い

ま
す
。こ
の
外
部
評
価
は
、評
価
を
受

け
る
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
の
結
果
が
、本

学
の
経
営
・
財
務
状
況
の
点
検
・
評
価
、

調
査・分
析
の一助
と
し
て
極
め
て
有
効

と
の
判
断
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。直

近
の
評
価
で
は
、審
査
機
関
の
評
価
基

準
が
毎
年
厳
し
く
な
る
中
で
、本
学
の

評
価（
格
付
）は
向
上
し「
Ａ（
安
定

的
）」と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。こ
こ

▲左から栗田支店長、下村学長、谷頭取、鵜木理事長、大谷常務理事

で
は「
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
経
営

管
理
的
手
法
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
長
所
」等
の
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

本
学
の
教
育
研
究
活
動
が
活
性
化
し
、

学
生
・
生
徒
の
募
集
力
、延
い
て
は
経

営
・
財
務
力
向
上
の
証
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
国
の
新
成
長
戦
略
で
は
、教
育
に
関

し
て「
強
い
人
材
の
実
現（
育
成
）が
、

成
長
の
原
動
力
と
し
て
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
」と
の
認
識
が
示
さ
れ
、こ
れ
を

受
け
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」、「
地
域
を
支
え
る

職
業
人
」及
び「
新
し
い
公
共
の
担
い

手
」の
育
成
が
政
策
目
標
の
中
核
に
据

え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
政
策
目
標
と

本
学
の
経
営
計
画
に
お
け
る
戦
略
目
標

は
同一の
も
の
で
あ
り
、当
計
画
に
内
包

す
る
諸
施
策
は
社
会
や
学
生
・
生
徒
の

ニ
ー
ズ
と
適
合
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
、当
面
の
重
点
的
取
り
組

み
は
、北
米
や
ア
ジ
ア
で
の
教
育
研
究

活
動
、実
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
度
合

い
や
外
部
評
価
の
高
い
研
究
活
動
、並

び
に
教
育
機
会
の
多
様
化
を
中
心
と
し

た
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推

進
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、時
代
の
変

革
に
適
応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し

て
学
生
・
生
徒
を
育
み
、延
い
て
は「
九

州
No.
1
の
教
育
拠
点
」と
の
評
価
を
得

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

福岡工業大学
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■創　　設：1954年４月
■所 在 地：福岡市東区
■教 職 員：353名
■学生・生徒：6,715名
■事業内容：教育機関（大学、短期大学、高等学校）
■事業拠点：福岡市東区(福岡工業大学、福岡工業大学短期大学部、
　　　　　　福岡工業大学附属城東高等学校)

　
本
学
は
、福
岡
工
業
大
学
、同
短
期

大
学
部
及
び
福
岡
工
業
大
学
附
属
城

東
高
校
の
３
校
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

現
在
、学
生
・
生
徒
は
約
6
，8
0
0
名

が
在
籍
し
、彼
ら
と
共
に
フ
ル
タ
イ
ム
の

教
職
員
3
5
3
名
が
教
育
・
研
究
の
諸

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
日
の
日
本
社
会
に
お
い
て
、学
齢

人
口
の
減
少
に
伴
う
経
営
環
境
の
悪

化
、経
済
活
動
の
停
滞
に
伴
う
雇
用
環

境
の
悪
化
等
、学
校
と
学
生
双
方
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。全
国
で
学
生
定
員
を
確
保
出
来

て
い
な
い
学
校
は
大
学
が
４
割
、短
大

が
６
割
に
も
及
び
、存
続
の
危
機
に
あ
る

学
校
が
多
く
あ
り
ま
す
。ま
た
、今
春

卒
業
し
た
学
生
の
就
職
率
は
全
国
で
６

割
に
止
ま
る
等
、学
生
に
と
っ
て
も
先
例

の
な
い
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
言
え
ま

す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
で
、本
学
は一人
ひ
と

り
の
学
生
・
生
徒
を
環
境
変
化
へ
の
適

応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し
て
育
成

す
る
為
に「
F
o
r 

a
l
l 

t
h
e 

s
t
u
d
e
n
t
s
〜
す
べ
て
の
学
生
・

生
徒
の
た
め
に
」を
経
営
理
念
に
掲
げ

て
い
ま
す
。全
教
職
員
の
行
動
や
言
動

の
す
べ
て
が
、す
べ
て
の
学
生
・
生
徒
に

と
っ
て
将
来
を
切
り
開
く
為
の
手
助
け

に
な
る
よ
う
、そ
の
こ
と
を
基
本
的
考
え

方
と
す
る
為
で
す
。

　
ま
た
、「
情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領

域
で
教
育
研
究
力
を
発
揮
し
、広
く
社

会
に
貢
献
す
る
」こ
と
を
経
営
目
標
に

掲
げ
、人
材
育
成
と
学
術
研
究
の
両
面

か
ら
、我
が
国
の
環
境
技
術
立
国
に
資

す
る
活
動
を
行
い
、も
と
よ
り
、極
め
て

公
共
性
の
高
い
使
命
を
帯
び
て
い
る
学

校
法
人
と
し
て
、国
や
社
会
の
求
め
で

あ
る
教
育
改
革
に
対
し
て
、絶
え
間
の

な
い
学
校
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
多
く
の
領
域
で
多

岐
に
わ
た
る
こ
と
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
の

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
し
て
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

（
中
長
期
経
営
計
画
）を
策
定
し
、こ
れ

に
沿
っ
て
、各
設
置
校
、各
学
部
等
が
自

主
・
自
律
的
に
様
々
な
取
り
組
み
を
計

画
し
、P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
企

業
的
経
営
管
理
手
法
を
用
い
て
、諸
計

画
の
実
現
性
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
特
に
、近
年
は
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や
こ

の
計
画
を
財
政
面
か
ら
後
押
し
す
る
財

政
計
画
に
沿
っ
て
①
募
集
力
、②
就
職

力
及
び
③
教
育
力
そ
れ
ぞ
れ
の
強
化
、

並
び
に
④
研
究
高
度
化
を
重
点
的
な
取

り
組
み
と
位
置
付
け
、こ
れ
ら
を
組
織・

財
政
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る
為
に
⑤
経

営
・
財
務
力
の
強
化
を
図
り
、継
続
的

改
革
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
学
生
・
生
徒
の
募
集
に
つ
い
て
、教
育

力
が
向
上
し
、学
生
・
生
徒
の
実
力
を

高
め
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、自
ず
と
彼

ら
の
将
来
も
開
け
、そ
の
実
績
に
対
す

る
信
頼
と
今
後
の
期
待
か
ら
、本
学
へ

の
入
学
志
願
が
多
く
な
る
こ
と
は
至
当

の
こ
と
で
す
。そ
こ
で
、教
育
・
研
究
活

動
の
現
状
を
課
題
や
問
題
も
含
め
て
詳

し
く
公
開
し
、信
頼
を
得
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
関
係
法
令
の
改
正
に

よ
っ
て
、学
校
法
人
は
そ
の
経
営
・
財
務

の
情
報
に
つ
い
て
、事
業
報
告
書
の
作
成

と
そ
の
公
開
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

が
、本
学
で
は
そ
の
以
前
か
ら
求
め
ら
れ

る
内
容
以
上
に
詳
し
く
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
、公
表
し
て
い
ま
し
た
。更
に
、今

年
４
月
に
は
教
育
研
究
活
動
情
報
の
公

表
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
が
、こ
の
以

前
か
ら
独
自
の「
教
育
研
究
活
動
報
告

書
」を
作
成
し
、学
生
・
生
徒
の
保
護

者
、企
業
等
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
配

布
し
情
報
提
供
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
志
願
者
・
入
学
者
数
を
維
持
・
向
上

さ
せ
る
取
り
組
み
は
様
々
に
あ
り
ま
す

が
、積
極
的
な
情
報
公
表
に
よ
っ
て
信

頼
・
期
待
を
得
る
こ
と
は
、そ
の
重
要

フ
ァ
ク
タ
ー
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

直
近
の
入
試
で
は
、大
学
は
こ
の
６
年
、

連
続
で
志
願
者
が
増
加
し
、過
去
10
年

間
で
最
大
の
志
願
者
数
に
な
り
ま
し

た
。短
大
は
、全
国
の
短
大
の
約
６
割
が

定
員
を
確
保
出
来
な
い
中
で
、定
員
の

1
・
16
倍（
前
年
度
は
1
・
26
倍
）の
入

学
者
を
確
保
し
て
い
ま
す
。附
属
高
校

も
７
年
連
続
で
志
願
者
を
増
加
さ
せ
、

福
岡
市
の
私
立
高
校
で
は
最
多
の
2
，

3
5
7
名
の
志
願
が
あ
り
ま
し
た
。

　
就
職
教
育
と
就
職
支
援
に
関
し
て
、

大
学
で
は「
キ
ャ
リ
ア・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
支

援
と
プ
ラ
ス
ワ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、短

大
で
は「
進
路
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」と
い

う
２
本
の
大
き
な
取
組
の
柱
が
あ
り
ま

す
。こ
の
２
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、学
生
の

習
熟
度
や
希
望
進
路
に
合
わ
せ
て
、個

人
指
導
に
よ
っ
て
細
や
か
に
対
応
す
る

こ
と
と
、卒
業
時
点
で
進
路
未
決
定
で

あ
っ
た
場
合
に
は
無
償
で
在
学
生
と
同

等
の
指
導
や
支
援
を
行
う
等
、進
路
決

定
に一定
の
責
任
を
持
つ
こ
と
を
共
通
の

特
長
と
し
て
い
ま
す
。そ
れ
ぞ
れ
が
国

等
か
ら
相
応
の
評
価
を
受
け
、文
部
科

学
省
等
の
学
校
改
革
を
推
進
す
る
補

助
事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。今
春

の
進
路
の
実
績
は
大
学
の
就
職
内
定
率

が
93
・
3
%
、短
大
が
94
・
9
%
、高
校

が
1
0
0
%
と
な
り
、い
ず
れ
も
福
岡

県
平
均
や
全
国
平
均
を
上
回
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

　
高
等
教
育
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
と
経

済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
も
大
学
改
革
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
る
要
因
で
す
。ま
た
、

工
業
や
情
報
技
術
の
革
新
は
大
学
教
育

◎インタビューを終えて

福岡銀行
谷  正明取締役頭取

学
齢
人
口
の
減
少
や

若
年
者
雇
用
環
境
の
悪
化
の
中
で

に一層
高
度
な
専
門
性
を
求
め
ま
す
。

　
各
学
部
・
学
科
等
が
専
門
教
育
の
内

容
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
こ
と
は
当
然

と
し
て
、そ
の
専
門
教
育
の
機
会
や
土

台
と
な
る
学
力
の
十
分
な
確
保
の
為

に
、本
学
の
大
学
・
短
大
で
は
、学
習
動

機
付
け
等
の
基
盤
的
教
育
を
入
学
前

か
ら
行
い
ま
す
。ま
た
、初
年
次
に
お
い

て
、専
門
教
育
に
欠
く
こ
と
の
出
来
な

い
数
学
、国
語
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
等
を
補
完
す
る
為
に
、フ
レ
ッ
シ
ュマ

ン
ス
ク
ー
ル
を
開
設
し
、正
課
外
の
基

盤
的
な
教
育
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
取

福岡工業大学様は少子化が進む中でも大学、高校の志願者数が増加傾向にある等、
地元から高い評価を得ておられます。これも「For all the students～すべての学生・
生徒のために」という経営理念の下で、戦略的且つ継続的な学校改革に注力してこられた
賜物ではないでしょうか。
九州No.1の教育拠点となることを目指して様々な取り組みを進めておられる福岡工業

大学様が、今後も広く社会に貢献する教育機関としてご発展を続けられることを期待して
おります。

鵜木 洋二氏理事長

学長 下村 輝夫氏
常務理事 大谷 忠彦氏
■取引店／福岡銀行 新宮支店

学校法人 福岡工業大学

For all the students～
すべての学生・生徒のために

▲モノづくりセンターの説明

▲キャンパス内視察風景

学校法人 福岡工業大学
う の き

情
報・環
境・モ
ノ
づ
く
り
領
域
で
、

広
く
社
会
に
貢
献
す
る

り
組
み
は
、本
学
で
は
工
業
高
校
出
身

者
が
多
く
、必
要
と
な
る
教
科
目
を
履

修
し
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
み
ら
れ

る
為
、そ
の
有
効
な
対
策
と
し
て
高
校

サ
イ
ド
か
ら
も
支
持
さ
れ
好
評
で
す
。

　
一
方
で
、学
生
の
社
会
性
や
創
造

性
を
育
む
為
に
、実
体
験
を
通
じ
た

体
験
型
や
創
成
型
の
教
育
も
重
視

し
て
お
り
、モ
ノ
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
で
の
創
作
活
動
、

I
S
O
1
4
0
0
1
の
認

証
維
持
活
動
、並
び
に
地

域
社
会
の
共
創
を
目
的
と

す
る
キ
ャ
ン
パ
ス
サ
ミ
ッ
ト

の
活
動
を
通
じ
た
環
境
保

全
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
等
も
と
て
も
重
要
な

学
習
機
会
と
し
て
多
く
の

力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
更
に
、今
日
の
社
会
で

は
自
主
・
自
律
性
の
高
い
、

即
戦
力
に
な
り
得
る
人
材

育
成
が
求
め
ら
れ
ま
す
か

ら
、
本
学
で
は
就
業
力

（「
志
向
す
る
力
」「
共
働

す
る
力
」「
解
決
す
る
力
」

及
び「
実
践
す
る
力
」）を

育
む
取
り
組
み（「『
4
つ

の
力
』育
成
に
よ
る
キ
ャ
リ

ア
形
成
支
援
」）を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。こ
れ
も
前

述
の
就
職
力
強
化
の
取
り

組
み
と
同
様
に
国
の
評
価
を
得
て
補
助

事
業
に
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、国
際
化
教
育
や
国
際
貢
献
の

為
に
、米
国（
３
大
学
）、オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア（
１
大
学
）、中
国（
４
大
学
）、韓
国

（
３
大
学
）、並
び
に
タ
イ（
２
大
学
）等

６
カ
国
14
大
学
と
学
術
交
流・姉
妹
校

協
定
を
締
結
し
て
い
ま
す
。ま
た
、急
激

な
ビ
ジ
ネ
ス
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
適
応
す

る
為
に
、カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
事
務
所
、福

工
大
北
華
大
学
日
本
語
セ
ン
タ
ー（
中

国
）、福
工
大
K
M
I
T
L
日
本
語
セ

ン
タ
ー（
タ
イ
）を
開
設
し
ま
し
た
。

　
研
究
成
果
を
研
究
の
場
か
ら
教
育
の

場
へ
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
研
究

者
の
重
要
な
使
命
で
あ
り
、教
育
と
研

究
は
不
可
分
と
言
え
ま
す
。そ
こ
で
、本

学
の
教
育
領
域
に
対
応
す
る
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
研
究
所
、情
報
科
学
研
究
所
、

環
境
科
学
研
究
所
か
ら
な
る
総
合
研
究

機
構
を
形
成
し
、教
育
内
容
の
ア
ッ
プ

デ
ー
ト
に
努
め
て
い
ま
す
。ま
た
、研
究

成
果
の
社
会
還
元
や
実
用
化
研
究
も

重
要
な
こ
と
と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

同
機
構
に
付
属
し
て
い
る
次
世
代
マ
イ

ク
ロ
／
ナ
ノ
金
型
開
発
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ガ
ラ
ス
製
の
マ
イ
ク
ロ
レ
ン
ズ
や
マ
イ
ク

ロ
レ
ン
ズ
ア
レ
イ
シ
ー
ト
の
量
産
に
使
わ

れ
る
超
硬
合
金
製
の
金
型
に
対
す
る
超

精
密
微
細
加
工
技
術
の
開
発
を
行
っ
て

い
ま
す
。世
界
に
誇
れ
る
次
世
代
加
工

技
術
の
開
発
だ
け
で
な
く
、地
域
企
業

に
貢
献
出
来
る
研
究
所
の
役
割
を
果
た

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、本
学（
代
表
校
）、九
州
大

学
、福
岡
女
子
大
学
及
び
西
南
学
院
大

学
の
国
公
私
４
大
学
が
共
同
で
、「
地

域
が
抱
え
る
環
境・エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の

解
決
」を
テ
ー
マ
と
し
て
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
を
形
成
し
、高
度
環
境
人
材
育
成
、

４
大
学
間
共
同
研
究
、研
究
成
果
に
よ

る
東
ア
ジ
ア
展
開
等
を
目
的
に
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、研
究
領
域
に
お
け
る
最
近
の

ト
ピ
ッ
ク
ス
と
し
て
、J
A
X
A
の
惑
星

探
査
機「
は
や
ぶ
さ
」が
持
ち
帰
っ
た
微

粒
子
を
分
析・研
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
本
学
の
研
究
者
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、学
生
と
共
に
小
型
人
工
衛
星
を

製
作
し
、H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
で
運
ん
で
も

ら
い
宇
宙
空
間
に
放
出
さ
れ
、宇
宙
と

地
上
と
の
通
信
実
験
を
行
う
予
定
で

す
。今
ま
さ
に
そ
の
人
工
衛
星
の
開
発

が
進
ん
で
い
ま
す
。

募
集
力
〜
積
極
的
情
報
公
表
に
よ
っ
て

社
会
の
信
頼
を
得
る

就
職
力
〜
学
生・生
徒
の
進
路
決
定
に

責
任
を
持
つ

教
育
力
〜
学
ぶ
力
を
引
き
出
し
、

そ
れ
を
拡
げ
る
教
育

研
究
高
度
化
〜
研
究
成
果
は
教
育
と

社
会
貢
献
の
リ
ソ
ー
ス

経
営
革
新
に
よ
っ
て

「
九
州
No.
1
の
教
育
拠
点
」を
目
指
す

　　
本
学
で
は
、以
上
の
よ
う
な
種
々
の

取
り
組
み
を
計
画
か
ら
実
行
、成
果
の

創
出
ま
で
、そ
の
進
捗
を
管
理
し
、計
画

実
現
性
を
高
め
る
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
ま
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム

は
、文
部
科
学
省
、日
本
私
立
学
校
振

興・共
済
事
業
団
、大
学
評
価・学
位
授

与
機
構
、日
本
私
立
大
学
協
会
等
の
取

材
と
そ
の
研
究
活
動
に
お
い
て
、「
企
業

的
な
成
果
重
視
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト・シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
成
功
し
、P
D
C
A
サ

イ
ク
ル
を
実
質
的
に
機
能
さ
せ
て
い

る
」、「
福
岡
工
業
大
学
の
事
例
は
、好

▲おとめが池を囲むインテリジェントキャンパス

事
例
と
し
て
他
大
学
の
手
法
に
重
要
な

示
唆
を
与
え
る
」等
の
高
い
評
価
を
過

年
度
か
ら
継
続
し
て
得
て
い
ま
す
。

　
更
に
、こ
の
経
営
シ
ス
テ
ム
を
先
進

さ
せ
る
為
に
、学
校
法
人
で
は
ま
だ
多

く
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、経
営・財
務
の
外

部
評
価（
格
付
の
取
得
）を
受
け
て
い

ま
す
。こ
の
外
部
評
価
は
、評
価
を
受

け
る
プ
ロ
セ
ス
や
評
価
の
結
果
が
、本

学
の
経
営
・
財
務
状
況
の
点
検
・
評
価
、

調
査・分
析
の一助
と
し
て
極
め
て
有
効

と
の
判
断
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。直

近
の
評
価
で
は
、審
査
機
関
の
評
価
基

準
が
毎
年
厳
し
く
な
る
中
で
、本
学
の

評
価（
格
付
）は
向
上
し「
Ａ（
安
定

的
）」と
の
評
価
を
受
け
ま
し
た
。こ
こ

▲左から栗田支店長、下村学長、谷頭取、鵜木理事長、大谷常務理事

で
は「
計
画
の
実
現
性
を
高
め
る
経
営

管
理
的
手
法
が
定
着
し
て
い
る
こ
と
は

特
筆
す
べ
き
長
所
」等
の
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
こ
と
は
、

本
学
の
教
育
研
究
活
動
が
活
性
化
し
、

学
生
・
生
徒
の
募
集
力
、延
い
て
は
経

営
・
財
務
力
向
上
の
証
で
あ
る
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

　
国
の
新
成
長
戦
略
で
は
、教
育
に
関

し
て「
強
い
人
材
の
実
現（
育
成
）が
、

成
長
の
原
動
力
と
し
て
未
来
へ
の
投
資

で
あ
る
」と
の
認
識
が
示
さ
れ
、こ
れ
を

受
け
て「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
」、「
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
人
材
」、「
地
域
を
支
え
る

職
業
人
」及
び「
新
し
い
公
共
の
担
い

手
」の
育
成
が
政
策
目
標
の
中
核
に
据

え
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
政
策
目
標
と

本
学
の
経
営
計
画
に
お
け
る
戦
略
目
標

は
同一の
も
の
で
あ
り
、当
計
画
に
内
包

す
る
諸
施
策
は
社
会
や
学
生
・
生
徒
の

ニ
ー
ズ
と
適
合
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ

ま
す
。そ
こ
で
、当
面
の
重
点
的
取
り
組

み
は
、北
米
や
ア
ジ
ア
で
の
教
育
研
究

活
動
、実
社
会
ニ
ー
ズ
と
の
適
合
度
合

い
や
外
部
評
価
の
高
い
研
究
活
動
、並

び
に
教
育
機
会
の
多
様
化
を
中
心
と
し

た
新
た
な
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
推

進
し
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、時
代
の
変

革
に
適
応
力
の
高
い
、強
い
人
材
と
し

て
学
生
・
生
徒
を
育
み
、延
い
て
は「
九

州
No.
1
の
教
育
拠
点
」と
の
評
価
を
得

る
こ
と
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

福岡工業大学
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ルネサス セミコンダクタ

今村 徹氏ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社
代表取締役社長

信頼されるパートナーとして
持続的に成長するグローバル
半導体企業を目指す

　
今
や
、家
庭
や
産
業
と
い
っ
た
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ（
マ
イ
コ
ン
）や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
が

必
要
不
可
欠
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
こ
れ
ら
を
支
え
る
半
導
体
製
造

企
業
と
し
て
、九
州・熊
本
に
製
造
拠
点

を
設
け
て
以
降
、42
年
の
歴
史
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

 

1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に
、現
在

本
社
と
熊
本
川
尻
工
場
が
あ
る
熊
本

市
に
設
立
し
た「
九
州
日
本
電
気
」が

元
々
の
前
身
で
す
。そ
の
後
、85
年（
昭

和
60
年
）ま
で
に
熊
本
錦
工
場
、大
分
工

場
、山
口
工
場
が
次
々
に
操
業
を
開
始

し
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
半
導
体
事
業
の

製
造
工
場
と
し
て
、生
産
の
中
核
を

担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、当
社
も
グ

ル
ー
プ
の
事
業
再
編
等
を
経
て
、10
年

（
平
成
22
年
）４
月
に
親
会
社
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
、日
立
製
作

所
と
三
菱
電
機
の
半
導
体
事
業
合
弁

会
社
で
あ
る
ル
ネ
サ
ス 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
と
事

業
統
合
し
た
こ
と
に
伴
い
、当
社
も

「
ル
ネ
サ
ス 
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州・山
口
」

と
改
称
し
て
今
日
に
至
って
い
ま
す
。

　
現
在
は
、熊
本
本
社
及
び
前
述
の
４

工
場
で
、4
，0
0
0
名
を
超
え
る
社

員
が
業
務
に
当
た
り
、各
種
半
導
体
製

品
の
製
造
の
前
工
程（
ウ
エ
ハ
ー
と
呼

ば
れ
る
シ
リ
コ
ン
基
盤
上
へ
の
集
積
回

路
の
作
り
込
み
）か
ら
後
工
程（
前
工

程
で
作
ら
れ
た
半
導
体
チ
ッ
プ
を
各
種

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
封
入
・
最
終
テ
ス
ト
）ま

で
の一貫
生
産
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
々
多
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
や

テ
レ
ビ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
モ
バ
イ
ル

機
器
、そ
の
他
多
く
の
家
電
に
は
、マ
イ

コ
ン
や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
の
半
導
体
製
品
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
家
電
の
高
機

能
化
、省
電
力・小
型
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。ま
た
、半
導
体
製
品
は
、

家
電
の
み
な
ら
ず
、自
動
車
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
等
の
分
野
で
も
使
用
さ
れ
て
お

り
、現
代
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

重
要
な
部
品
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
自
動
車
を
例
に
取
る
と
、最
近
は
大

衆
車
で
も
1
台
あ
た
り
50
個
程
度
、高

級
車
に
な
る
と
1
0
0
個
に
も
及
ぶ
マ

イ
コ
ン
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。自
動
車

の
心
臓
部
と
も
言
え
る
エ
ン
ジ
ン
の
制
御

か
ら
エ
ア
バッ
グ
、ブ
レ
ー
キ
等
の
安
全
機

能
、カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
に
至
る
ま

で
、自
動
車
の
各
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す
る

為
に
半
導
体
製
品
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を

活
用
し
て
、自
動
車
や
家
電
メ
ー
カ
ー

向
け
の
高
性
能
な
マ
イ
コ
ン
等
を
生
産

し
て
お
り
、各
種
機
器
、製
品
の
性
能

向
上
を
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、半
導

体
製
造
プ
ロ
セ
ス
の一
貫
生
産
体
制
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、業
界
ト
ッ

プ
水
準
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・納

期
・サ
ー
ビ
ス
）で
、製
品
を
ご
提
供
出

来
る
こ
と
も
当
社
の
強
み
で
す
。

　
当
社
の
４
工
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
緑
の

多
い
自
然
豊
か
な
環
境
に
立
地
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、周
囲
の

自
然
と
健
全
な
調
和
を
図
り
、将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

実
現
に
寄
与
し
続
け
る
事
業
者
で
あ
る

事
が
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
96
年（
平
成
８
年
）

に
、
熊
本
川
尻
工
場
が

I
S
O
1
4
0
0
1（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

規
格
）の
認
証
を
取
得
し
、

他
工
場
も
03
年（
平
成
15

年
）ま
で
に
全
て
同
認
証
を

取
得
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
従
業
員
に
も
、こ
う
し
た
地

球
環
境
保
全
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て
欲

し
い
と
の
願
い
か
ら
、「
環
境
方
針
」を

制
定
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
３
つ
の

柱
を
設
け
ま
し
た
。１
つ
は「
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ト
活
動
」で
、製
品
供
給
者
と
し

て
、お
客
様
に
供
給
す
る
製
品
を
鉛
フ

リ
ー
化
す
る
と
と
も
に
、低
消
費
電
力

化
等
の
環
境
配
慮
型
製
品
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
で
す
。２
つ
目
は「
エ
コ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
活
動
」で
、環
境
負
荷
の
少
な

い
資
材
を
優
先
的
に
購
入
す
る「
グ

リ
ー
ン
調
達
」や
、製
造
工
程
で
使
用

す
る
化
学
物
質
の
管
理
、廃
棄
物
の
適

正
処
理
等
、環
境
負
荷
や
環
境
影
響
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
資
源
循
環

効
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、３

つ
目
が「
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
」で
す
。地
域
の
自
然
と
の
調
和
を

目
指
し
、工
場
周
辺
の
美
化
作
業
や
植

林
事
業
も
社
を
あ
げ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、地
域
の
皆
様
と
様
々
な
交

流
を
深
め
る一環
と
し
て
、例
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
使
用
済
み
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
に
よ
る
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、昨

年
夏
に
は
熊
本
川
尻
工
場
で「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、お
よ
そ
3
，

0
0
0
人
の
地
域
の
皆
様
に
も
、ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に「
地
域
と
の
共
存
共
栄
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
イ
ベ
ン
ト・文
化
活
動
等
、地
域

と
と
も
に
歩
む
企
業
と
し
て
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、実
業
団
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■取引店／熊本ファミリー銀行 花畑支店
　　　　　福岡銀行 熊本営業部

当
社
の
末
綱
聡
子
と
前
田
美
順
ペ
ア
は

「
ス
エ
マ
エ
」と
い
う
愛
称
で
、08
年（
平

成
20
年
）の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

堂
々
ベ
ス
ト
４（
日
本
人
初
）と
い
う
大

健
闘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、来
年
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
頑

■設　　立：1969年9月
■所 在 地：熊本県熊本市
■資 本 金：10億円
■従 業 員：4,430名（2011年7月1日現在）
■事業内容：マイクロコンピュータ、システムLSI、ASIC等のLSI、
　　　　　　超LSIの開発および製造
■事業拠点：熊本県熊本市（本社、熊本川尻工場）、
　　　　　  熊本県球磨郡錦町（熊本錦工場）、
　　　　　  大分県中津市（大分工場）、山口県宇部市（山口工場）

九
州・熊
本
に
製
造
拠
点
を
設
け
て
42
年

グ
ル
ー
プ
の
半
導
体
製
造
拠
点
と
し
て
の

歩
み

▲バドミントン部展示コーナーの前にて

▲左から米村支店長、林頭取、今村社長

▲高純度シリコンインゴットの前にて、左から林頭取、今村社長、米村支店長

▲本社・熊本川尻工場

▲本社・熊本川尻工場全景

末綱聡子・前田美順ペア▶

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子（作業を行う搬送ロボット）

家
電・モ
バ
イ
ル
機
器
か
ら
自
動
車
ま
で

高
品
質
の
半
導
体
製
品
で
支
え
る

九州は、「シリコンアイランド」と称されるほど半導体企業が集積している地域ですが、御
社は最先端の技術で数々の高機能なマイコンやＬＳＩを製造される等、その一翼を担ってお
られます。また、品質と生産効率を高める為に、絶え間ない生産技術の向上に取り組まれ
ている御社の企業精神に敬服致しました。
今後も、半導体製品の供給を通して、日本のものづくりの発展を支える御社が、益々躍
進されることを祈念致します。

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社

環
境
調
和
型
企
業
を
目
指
す

３
つ
の〝
エ
コ
〞が
キ
ー
ワ
ー
ド

地
域
と
と
も
に
歩
む
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
活
動
に
も

温
か
い
応
援
を
頂
い
て

ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

皆
様
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。彼
女
た
ち
の

健
闘
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、こ
れ
も
地

域
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
や
ご

声
援
の
お
か
げ
と
、改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
日
、半
導
体
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
日
々
多
様
化

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
当
社
は
、誠
実

で
透
明
な
企
業
活
動
を
通
し
て
、先
に

申
し
ま
し
た
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・

納
期
・サ
ー
ビ
ス
）の
更
な
る
改
善
を
目

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子
　(上方に天井搬送システムが見える）

指
し
、全
て
の
領
域
に
お
い
て
お
客
様

の
要
求
に
お
応
え
出
来
る「
も
の
づ
く

り
世
界
№
１
」の
半
導
体
工
場
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ネ
サ
ス 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
の
中
核
工
場
と
し
て
も
、技
術
力
や

製
造
力
の
伝
承
と
進
化
は
最
大
の
命

題
で
す
。ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
忘
れ
ず
に
、お
客
様
の
良
き
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、良
き

企
業
市
民
と
し
て
も
、地
域
社
会
と
の

融
和
や
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
当
社

は
東
日
本
大
震
災
で
顕
在
化
し
た
供

給
責
任
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、現

在
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）の
見
直
し
も
進
め
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の一層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲当社バドミントン部
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ルネサス セミコンダクタ

今村 徹氏ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社
代表取締役社長

信頼されるパートナーとして
持続的に成長するグローバル
半導体企業を目指す

　
今
や
、家
庭
や
産
業
と
い
っ
た
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ（
マ
イ
コ
ン
）や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
が

必
要
不
可
欠
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
こ
れ
ら
を
支
え
る
半
導
体
製
造

企
業
と
し
て
、九
州・熊
本
に
製
造
拠
点

を
設
け
て
以
降
、42
年
の
歴
史
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

 

1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に
、現
在

本
社
と
熊
本
川
尻
工
場
が
あ
る
熊
本

市
に
設
立
し
た「
九
州
日
本
電
気
」が

元
々
の
前
身
で
す
。そ
の
後
、85
年（
昭

和
60
年
）ま
で
に
熊
本
錦
工
場
、大
分
工

場
、山
口
工
場
が
次
々
に
操
業
を
開
始

し
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
半
導
体
事
業
の

製
造
工
場
と
し
て
、生
産
の
中
核
を

担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、当
社
も
グ

ル
ー
プ
の
事
業
再
編
等
を
経
て
、10
年

（
平
成
22
年
）４
月
に
親
会
社
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
、日
立
製
作

所
と
三
菱
電
機
の
半
導
体
事
業
合
弁

会
社
で
あ
る
ル
ネ
サ
ス 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
と
事

業
統
合
し
た
こ
と
に
伴
い
、当
社
も

「
ル
ネ
サ
ス 

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州・山
口
」

と
改
称
し
て
今
日
に
至
って
い
ま
す
。

　
現
在
は
、熊
本
本
社
及
び
前
述
の
４

工
場
で
、4
，0
0
0
名
を
超
え
る
社

員
が
業
務
に
当
た
り
、各
種
半
導
体
製

品
の
製
造
の
前
工
程（
ウ
エ
ハ
ー
と
呼

ば
れ
る
シ
リ
コ
ン
基
盤
上
へ
の
集
積
回

路
の
作
り
込
み
）か
ら
後
工
程（
前
工

程
で
作
ら
れ
た
半
導
体
チ
ッ
プ
を
各
種

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
封
入
・
最
終
テ
ス
ト
）ま

で
の一貫
生
産
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
々
多
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
や

テ
レ
ビ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
モ
バ
イ
ル

機
器
、そ
の
他
多
く
の
家
電
に
は
、マ
イ

コ
ン
や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
の
半
導
体
製
品
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
家
電
の
高
機

能
化
、省
電
力・小
型
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。ま
た
、半
導
体
製
品
は
、

家
電
の
み
な
ら
ず
、自
動
車
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
等
の
分
野
で
も
使
用
さ
れ
て
お

り
、現
代
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

重
要
な
部
品
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
自
動
車
を
例
に
取
る
と
、最
近
は
大

衆
車
で
も
1
台
あ
た
り
50
個
程
度
、高

級
車
に
な
る
と
1
0
0
個
に
も
及
ぶ
マ

イ
コ
ン
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。自
動
車

の
心
臓
部
と
も
言
え
る
エ
ン
ジ
ン
の
制
御

か
ら
エ
ア
バッ
グ
、ブ
レ
ー
キ
等
の
安
全
機

能
、カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
に
至
る
ま

で
、自
動
車
の
各
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す
る

為
に
半
導
体
製
品
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を

活
用
し
て
、自
動
車
や
家
電
メ
ー
カ
ー

向
け
の
高
性
能
な
マ
イ
コ
ン
等
を
生
産

し
て
お
り
、各
種
機
器
、製
品
の
性
能

向
上
を
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、半
導

体
製
造
プ
ロ
セ
ス
の一
貫
生
産
体
制
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、業
界
ト
ッ

プ
水
準
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・納

期
・サ
ー
ビ
ス
）で
、製
品
を
ご
提
供
出

来
る
こ
と
も
当
社
の
強
み
で
す
。

　
当
社
の
４
工
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
緑
の

多
い
自
然
豊
か
な
環
境
に
立
地
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、周
囲
の

自
然
と
健
全
な
調
和
を
図
り
、将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

実
現
に
寄
与
し
続
け
る
事
業
者
で
あ
る

事
が
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
96
年（
平
成
８
年
）

に
、
熊
本
川
尻
工
場
が

I
S
O
1
4
0
0
1（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

規
格
）の
認
証
を
取
得
し
、

他
工
場
も
03
年（
平
成
15

年
）ま
で
に
全
て
同
認
証
を

取
得
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
従
業
員
に
も
、こ
う
し
た
地

球
環
境
保
全
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て
欲

し
い
と
の
願
い
か
ら
、「
環
境
方
針
」を

制
定
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
３
つ
の

柱
を
設
け
ま
し
た
。１
つ
は「
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ト
活
動
」で
、製
品
供
給
者
と
し

て
、お
客
様
に
供
給
す
る
製
品
を
鉛
フ

リ
ー
化
す
る
と
と
も
に
、低
消
費
電
力

化
等
の
環
境
配
慮
型
製
品
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
で
す
。２
つ
目
は「
エ
コ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
活
動
」で
、環
境
負
荷
の
少
な

い
資
材
を
優
先
的
に
購
入
す
る「
グ

リ
ー
ン
調
達
」や
、製
造
工
程
で
使
用

す
る
化
学
物
質
の
管
理
、廃
棄
物
の
適

正
処
理
等
、環
境
負
荷
や
環
境
影
響
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
資
源
循
環

効
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、３

つ
目
が「
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
」で
す
。地
域
の
自
然
と
の
調
和
を

目
指
し
、工
場
周
辺
の
美
化
作
業
や
植

林
事
業
も
社
を
あ
げ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、地
域
の
皆
様
と
様
々
な
交

流
を
深
め
る一環
と
し
て
、例
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
使
用
済
み
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
に
よ
る
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、昨

年
夏
に
は
熊
本
川
尻
工
場
で「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、お
よ
そ
3
，

0
0
0
人
の
地
域
の
皆
様
に
も
、ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に「
地
域
と
の
共
存
共
栄
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
イ
ベ
ン
ト・文
化
活
動
等
、地
域

と
と
も
に
歩
む
企
業
と
し
て
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、実
業
団
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■取引店／熊本ファミリー銀行 花畑支店
　　　　　福岡銀行 熊本営業部

当
社
の
末
綱
聡
子
と
前
田
美
順
ペ
ア
は

「
ス
エ
マ
エ
」と
い
う
愛
称
で
、08
年（
平

成
20
年
）の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

堂
々
ベ
ス
ト
４（
日
本
人
初
）と
い
う
大

健
闘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、来
年
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
頑

■設　　立：1969年9月
■所 在 地：熊本県熊本市
■資 本 金：10億円
■従 業 員：4,430名（2011年7月1日現在）
■事業内容：マイクロコンピュータ、システムLSI、ASIC等のLSI、
　　　　　　超LSIの開発および製造
■事業拠点：熊本県熊本市（本社、熊本川尻工場）、
　　　　　  熊本県球磨郡錦町（熊本錦工場）、
　　　　　  大分県中津市（大分工場）、山口県宇部市（山口工場）

九
州・熊
本
に
製
造
拠
点
を
設
け
て
42
年

グ
ル
ー
プ
の
半
導
体
製
造
拠
点
と
し
て
の

歩
み

▲バドミントン部展示コーナーの前にて

▲左から米村支店長、林頭取、今村社長

▲高純度シリコンインゴットの前にて、左から林頭取、今村社長、米村支店長

▲本社・熊本川尻工場

▲本社・熊本川尻工場全景

末綱聡子・前田美順ペア▶

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子（作業を行う搬送ロボット）

家
電・モ
バ
イ
ル
機
器
か
ら
自
動
車
ま
で

高
品
質
の
半
導
体
製
品
で
支
え
る

九州は、「シリコンアイランド」と称されるほど半導体企業が集積している地域ですが、御
社は最先端の技術で数々の高機能なマイコンやＬＳＩを製造される等、その一翼を担ってお
られます。また、品質と生産効率を高める為に、絶え間ない生産技術の向上に取り組まれ
ている御社の企業精神に敬服致しました。
今後も、半導体製品の供給を通して、日本のものづくりの発展を支える御社が、益々躍
進されることを祈念致します。

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社

環
境
調
和
型
企
業
を
目
指
す

３
つ
の〝
エ
コ
〞が
キ
ー
ワ
ー
ド

地
域
と
と
も
に
歩
む
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
活
動
に
も

温
か
い
応
援
を
頂
い
て

ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

皆
様
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。彼
女
た
ち
の

健
闘
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、こ
れ
も
地

域
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
や
ご

声
援
の
お
か
げ
と
、改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
日
、半
導
体
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
日
々
多
様
化

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
当
社
は
、誠
実

で
透
明
な
企
業
活
動
を
通
し
て
、先
に

申
し
ま
し
た
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・

納
期
・サ
ー
ビ
ス
）の
更
な
る
改
善
を
目

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子
　(上方に天井搬送システムが見える）

指
し
、全
て
の
領
域
に
お
い
て
お
客
様

の
要
求
に
お
応
え
出
来
る「
も
の
づ
く

り
世
界
№
１
」の
半
導
体
工
場
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ネ
サ
ス 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
の
中
核
工
場
と
し
て
も
、技
術
力
や

製
造
力
の
伝
承
と
進
化
は
最
大
の
命

題
で
す
。ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
忘
れ
ず
に
、お
客
様
の
良
き
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、良
き

企
業
市
民
と
し
て
も
、地
域
社
会
と
の

融
和
や
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
当
社

は
東
日
本
大
震
災
で
顕
在
化
し
た
供

給
責
任
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、現

在
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）の
見
直
し
も
進
め
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の一層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲当社バドミントン部
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ルネサス セミコンダクタ

今村 徹氏ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社
代表取締役社長

信頼されるパートナーとして
持続的に成長するグローバル
半導体企業を目指す

　
今
や
、家
庭
や
産
業
と
い
っ
た
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ（
マ
イ
コ
ン
）や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
が

必
要
不
可
欠
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
こ
れ
ら
を
支
え
る
半
導
体
製
造

企
業
と
し
て
、九
州・熊
本
に
製
造
拠
点

を
設
け
て
以
降
、42
年
の
歴
史
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

 

1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に
、現
在

本
社
と
熊
本
川
尻
工
場
が
あ
る
熊
本

市
に
設
立
し
た「
九
州
日
本
電
気
」が

元
々
の
前
身
で
す
。そ
の
後
、85
年（
昭

和
60
年
）ま
で
に
熊
本
錦
工
場
、大
分
工

場
、山
口
工
場
が
次
々
に
操
業
を
開
始

し
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
半
導
体
事
業
の

製
造
工
場
と
し
て
、生
産
の
中
核
を

担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、当
社
も
グ

ル
ー
プ
の
事
業
再
編
等
を
経
て
、10
年

（
平
成
22
年
）４
月
に
親
会
社
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
、日
立
製
作

所
と
三
菱
電
機
の
半
導
体
事
業
合
弁

会
社
で
あ
る
ル
ネ
サ
ス 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
と
事

業
統
合
し
た
こ
と
に
伴
い
、当
社
も

「
ル
ネ
サ
ス 

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州・山
口
」

と
改
称
し
て
今
日
に
至
って
い
ま
す
。

　
現
在
は
、熊
本
本
社
及
び
前
述
の
４

工
場
で
、4
，0
0
0
名
を
超
え
る
社

員
が
業
務
に
当
た
り
、各
種
半
導
体
製

品
の
製
造
の
前
工
程（
ウ
エ
ハ
ー
と
呼

ば
れ
る
シ
リ
コ
ン
基
盤
上
へ
の
集
積
回

路
の
作
り
込
み
）か
ら
後
工
程（
前
工

程
で
作
ら
れ
た
半
導
体
チ
ッ
プ
を
各
種

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
封
入
・
最
終
テ
ス
ト
）ま

で
の一貫
生
産
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
々
多
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
や

テ
レ
ビ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
モ
バ
イ
ル

機
器
、そ
の
他
多
く
の
家
電
に
は
、マ
イ

コ
ン
や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
の
半
導
体
製
品
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
家
電
の
高
機

能
化
、省
電
力・小
型
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。ま
た
、半
導
体
製
品
は
、

家
電
の
み
な
ら
ず
、自
動
車
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
等
の
分
野
で
も
使
用
さ
れ
て
お

り
、現
代
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

重
要
な
部
品
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
自
動
車
を
例
に
取
る
と
、最
近
は
大

衆
車
で
も
1
台
あ
た
り
50
個
程
度
、高

級
車
に
な
る
と
1
0
0
個
に
も
及
ぶ
マ

イ
コ
ン
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。自
動
車

の
心
臓
部
と
も
言
え
る
エ
ン
ジ
ン
の
制
御

か
ら
エ
ア
バッ
グ
、ブ
レ
ー
キ
等
の
安
全
機

能
、カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
に
至
る
ま

で
、自
動
車
の
各
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す
る

為
に
半
導
体
製
品
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を

活
用
し
て
、自
動
車
や
家
電
メ
ー
カ
ー

向
け
の
高
性
能
な
マ
イ
コ
ン
等
を
生
産

し
て
お
り
、各
種
機
器
、製
品
の
性
能

向
上
を
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、半
導

体
製
造
プ
ロ
セ
ス
の一
貫
生
産
体
制
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、業
界
ト
ッ

プ
水
準
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・納

期
・サ
ー
ビ
ス
）で
、製
品
を
ご
提
供
出

来
る
こ
と
も
当
社
の
強
み
で
す
。

　
当
社
の
４
工
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
緑
の

多
い
自
然
豊
か
な
環
境
に
立
地
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、周
囲
の

自
然
と
健
全
な
調
和
を
図
り
、将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

実
現
に
寄
与
し
続
け
る
事
業
者
で
あ
る

事
が
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
96
年（
平
成
８
年
）

に
、
熊
本
川
尻
工
場
が

I
S
O
1
4
0
0
1（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

規
格
）の
認
証
を
取
得
し
、

他
工
場
も
03
年（
平
成
15

年
）ま
で
に
全
て
同
認
証
を

取
得
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
従
業
員
に
も
、こ
う
し
た
地

球
環
境
保
全
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て
欲

し
い
と
の
願
い
か
ら
、「
環
境
方
針
」を

制
定
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
３
つ
の

柱
を
設
け
ま
し
た
。１
つ
は「
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ト
活
動
」で
、製
品
供
給
者
と
し

て
、お
客
様
に
供
給
す
る
製
品
を
鉛
フ

リ
ー
化
す
る
と
と
も
に
、低
消
費
電
力

化
等
の
環
境
配
慮
型
製
品
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
で
す
。２
つ
目
は「
エ
コ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
活
動
」で
、環
境
負
荷
の
少
な

い
資
材
を
優
先
的
に
購
入
す
る「
グ

リ
ー
ン
調
達
」や
、製
造
工
程
で
使
用

す
る
化
学
物
質
の
管
理
、廃
棄
物
の
適

正
処
理
等
、環
境
負
荷
や
環
境
影
響
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
資
源
循
環

効
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、３

つ
目
が「
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
」で
す
。地
域
の
自
然
と
の
調
和
を

目
指
し
、工
場
周
辺
の
美
化
作
業
や
植

林
事
業
も
社
を
あ
げ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、地
域
の
皆
様
と
様
々
な
交

流
を
深
め
る一環
と
し
て
、例
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
使
用
済
み
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
に
よ
る
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、昨

年
夏
に
は
熊
本
川
尻
工
場
で「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、お
よ
そ
3
，

0
0
0
人
の
地
域
の
皆
様
に
も
、ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に「
地
域
と
の
共
存
共
栄
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
イ
ベ
ン
ト・文
化
活
動
等
、地
域

と
と
も
に
歩
む
企
業
と
し
て
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、実
業
団
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■取引店／熊本ファミリー銀行 花畑支店
　　　　　福岡銀行 熊本営業部

当
社
の
末
綱
聡
子
と
前
田
美
順
ペ
ア
は

「
ス
エ
マ
エ
」と
い
う
愛
称
で
、08
年（
平

成
20
年
）の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

堂
々
ベ
ス
ト
４（
日
本
人
初
）と
い
う
大

健
闘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、来
年
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
頑

■設　　立：1969年9月
■所 在 地：熊本県熊本市
■資 本 金：10億円
■従 業 員：4,430名（2011年7月1日現在）
■事業内容：マイクロコンピュータ、システムLSI、ASIC等のLSI、
　　　　　　超LSIの開発および製造
■事業拠点：熊本県熊本市（本社、熊本川尻工場）、
　　　　　  熊本県球磨郡錦町（熊本錦工場）、
　　　　　  大分県中津市（大分工場）、山口県宇部市（山口工場）

九
州・熊
本
に
製
造
拠
点
を
設
け
て
42
年

グ
ル
ー
プ
の
半
導
体
製
造
拠
点
と
し
て
の

歩
み

▲バドミントン部展示コーナーの前にて

▲左から米村支店長、林頭取、今村社長

▲高純度シリコンインゴットの前にて、左から林頭取、今村社長、米村支店長

▲本社・熊本川尻工場

▲本社・熊本川尻工場全景

末綱聡子・前田美順ペア▶

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子（作業を行う搬送ロボット）

家
電・モ
バ
イ
ル
機
器
か
ら
自
動
車
ま
で

高
品
質
の
半
導
体
製
品
で
支
え
る

九州は、「シリコンアイランド」と称されるほど半導体企業が集積している地域ですが、御
社は最先端の技術で数々の高機能なマイコンやＬＳＩを製造される等、その一翼を担ってお
られます。また、品質と生産効率を高める為に、絶え間ない生産技術の向上に取り組まれ
ている御社の企業精神に敬服致しました。
今後も、半導体製品の供給を通して、日本のものづくりの発展を支える御社が、益々躍
進されることを祈念致します。

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社

環
境
調
和
型
企
業
を
目
指
す

３
つ
の〝
エ
コ
〞が
キ
ー
ワ
ー
ド

地
域
と
と
も
に
歩
む
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
活
動
に
も

温
か
い
応
援
を
頂
い
て

ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

皆
様
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。彼
女
た
ち
の

健
闘
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、こ
れ
も
地

域
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
や
ご

声
援
の
お
か
げ
と
、改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
日
、半
導
体
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
日
々
多
様
化

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
当
社
は
、誠
実

で
透
明
な
企
業
活
動
を
通
し
て
、先
に

申
し
ま
し
た
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・

納
期
・サ
ー
ビ
ス
）の
更
な
る
改
善
を
目

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子
　(上方に天井搬送システムが見える）

指
し
、全
て
の
領
域
に
お
い
て
お
客
様

の
要
求
に
お
応
え
出
来
る「
も
の
づ
く

り
世
界
№
１
」の
半
導
体
工
場
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ネ
サ
ス 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
の
中
核
工
場
と
し
て
も
、技
術
力
や

製
造
力
の
伝
承
と
進
化
は
最
大
の
命

題
で
す
。ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
忘
れ
ず
に
、お
客
様
の
良
き
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、良
き

企
業
市
民
と
し
て
も
、地
域
社
会
と
の

融
和
や
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
当
社

は
東
日
本
大
震
災
で
顕
在
化
し
た
供

給
責
任
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、現

在
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）の
見
直
し
も
進
め
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の一層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲当社バドミントン部
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ルネサス セミコンダクタ

今村 徹氏ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社
代表取締役社長

信頼されるパートナーとして
持続的に成長するグローバル
半導体企業を目指す

　
今
や
、家
庭
や
産
業
と
い
っ
た
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お
い
て
、マ
イ
ク
ロ
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ（
マ
イ
コ
ン
）や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
が

必
要
不
可
欠
な
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
社
は
こ
れ
ら
を
支
え
る
半
導
体
製
造

企
業
と
し
て
、九
州・熊
本
に
製
造
拠
点

を
設
け
て
以
降
、42
年
の
歴
史
を
重
ね

て
き
ま
し
た
。

 

1
9
6
9
年（
昭
和
44
年
）に
、現
在

本
社
と
熊
本
川
尻
工
場
が
あ
る
熊
本

市
に
設
立
し
た「
九
州
日
本
電
気
」が

元
々
の
前
身
で
す
。そ
の
後
、85
年（
昭

和
60
年
）ま
で
に
熊
本
錦
工
場
、大
分
工

場
、山
口
工
場
が
次
々
に
操
業
を
開
始

し
、Ｎ
Ｅ
Ｃ
グ
ル
ー
プ
半
導
体
事
業
の

製
造
工
場
と
し
て
、生
産
の
中
核
を

担
っ
て
参
り
ま
し
た
。

　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
中
、当
社
も
グ

ル
ー
プ
の
事
業
再
編
等
を
経
て
、10
年

（
平
成
22
年
）４
月
に
親
会
社
で
あ
る
Ｎ

Ｅ
Ｃ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
が
、日
立
製
作

所
と
三
菱
電
機
の
半
導
体
事
業
合
弁

会
社
で
あ
る
ル
ネ
サ
ス 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
と
事

業
統
合
し
た
こ
と
に
伴
い
、当
社
も

「
ル
ネ
サ
ス 

セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
九
州・山
口
」

と
改
称
し
て
今
日
に
至
って
い
ま
す
。

　
現
在
は
、熊
本
本
社
及
び
前
述
の
４

工
場
で
、4
，0
0
0
名
を
超
え
る
社

員
が
業
務
に
当
た
り
、各
種
半
導
体
製

品
の
製
造
の
前
工
程（
ウ
エ
ハ
ー
と
呼

ば
れ
る
シ
リ
コ
ン
基
盤
上
へ
の
集
積
回

路
の
作
り
込
み
）か
ら
後
工
程（
前
工

程
で
作
ら
れ
た
半
導
体
チ
ッ
プ
を
各
種

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
封
入
・
最
終
テ
ス
ト
）ま

で
の一貫
生
産
を
手
掛
け
て
お
り
ま
す
。

　
私
た
ち
が
日
々
多
用
す
る
パ
ソ
コ
ン
や

テ
レ
ビ
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
モ
バ
イ
ル

機
器
、そ
の
他
多
く
の
家
電
に
は
、マ
イ

コ
ン
や
Ｌ
Ｓ
Ｉ
等
の
半
導
体
製
品
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、こ
れ
ら
家
電
の
高
機

能
化
、省
電
力・小
型
化
に
大
い
に
貢
献

し
て
い
ま
す
。ま
た
、半
導
体
製
品
は
、

家
電
の
み
な
ら
ず
、自
動
車
や
社
会
イ

ン
フ
ラ
等
の
分
野
で
も
使
用
さ
れ
て
お

り
、現
代
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る

重
要
な
部
品
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　
自
動
車
を
例
に
取
る
と
、最
近
は
大

衆
車
で
も
1
台
あ
た
り
50
個
程
度
、高

級
車
に
な
る
と
1
0
0
個
に
も
及
ぶ
マ

イ
コ
ン
が
搭
載
さ
れ
て
い
ま
す
。自
動
車

の
心
臓
部
と
も
言
え
る
エ
ン
ジ
ン
の
制
御

か
ら
エ
ア
バッ
グ
、ブ
レ
ー
キ
等
の
安
全
機

能
、カ
ー
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
に
至
る
ま

で
、自
動
車
の
各
シ
ス
テ
ム
を
制
御
す
る

為
に
半
導
体
製
品
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
当
社
で
は
最
先
端
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
を

活
用
し
て
、自
動
車
や
家
電
メ
ー
カ
ー

向
け
の
高
性
能
な
マ
イ
コ
ン
等
を
生
産

し
て
お
り
、各
種
機
器
、製
品
の
性
能

向
上
を
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
立
場
か
ら

サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、半
導

体
製
造
プ
ロ
セ
ス
の一
貫
生
産
体
制
が

充
実
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
、業
界
ト
ッ

プ
水
準
の
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・納

期
・サ
ー
ビ
ス
）で
、製
品
を
ご
提
供
出

来
る
こ
と
も
当
社
の
強
み
で
す
。

　
当
社
の
４
工
場
は
、そ
れ
ぞ
れ
緑
の

多
い
自
然
豊
か
な
環
境
に
立
地
さ
せ
て

頂
い
て
い
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、周
囲
の

自
然
と
健
全
な
調
和
を
図
り
、将
来
に

向
け
て
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の

実
現
に
寄
与
し
続
け
る
事
業
者
で
あ
る

事
が
使
命
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
ま
ず
96
年（
平
成
８
年
）

に
、
熊
本
川
尻
工
場
が

I
S
O
1
4
0
0
1（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

規
格
）の
認
証
を
取
得
し
、

他
工
場
も
03
年（
平
成
15

年
）ま
で
に
全
て
同
認
証
を

取
得
致
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
従
業
員
に
も
、こ
う
し
た
地

球
環
境
保
全
の
意
識
を
向
上
さ
せ
て
欲

し
い
と
の
願
い
か
ら
、「
環
境
方
針
」を

制
定
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
３
つ
の

柱
を
設
け
ま
し
た
。１
つ
は「
エ
コ
プ
ロ

ダ
ク
ト
活
動
」で
、製
品
供
給
者
と
し

て
、お
客
様
に
供
給
す
る
製
品
を
鉛
フ

リ
ー
化
す
る
と
と
も
に
、低
消
費
電
力

化
等
の
環
境
配
慮
型
製
品
を
創
出
し

て
い
く
こ
と
で
す
。２
つ
目
は「
エ
コ
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
活
動
」で
、環
境
負
荷
の
少
な

い
資
材
を
優
先
的
に
購
入
す
る「
グ

リ
ー
ン
調
達
」や
、製
造
工
程
で
使
用

す
る
化
学
物
質
の
管
理
、廃
棄
物
の
適

正
処
理
等
、環
境
負
荷
や
環
境
影
響
リ

ス
ク
の
低
減
を
図
り
な
が
ら
資
源
循
環

効
率
を
高
め
る
こ
と
で
す
。そ
し
て
、３

つ
目
が「
エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活

動
」で
す
。地
域
の
自
然
と
の
調
和
を

目
指
し
、工
場
周
辺
の
美
化
作
業
や
植

林
事
業
も
社
を
あ
げ
て
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

　
当
社
は
、地
域
の
皆
様
と
様
々
な
交

流
を
深
め
る一環
と
し
て
、例
え
ば
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
使
用
済
み
イ
ン
ク

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
回
収
に
よ
る
ベ
ル
マ
ー
ク

運
動
等
も
実
施
し
て
い
ま
す
。ま
た
、昨

年
夏
に
は
熊
本
川
尻
工
場
で「
サ
マ
ー

フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、お
よ
そ
3
，

0
0
0
人
の
地
域
の
皆
様
に
も
、ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト
等
を
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に「
地
域
と
の
共
存
共
栄
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、今
後
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
イ
ベ
ン
ト・文
化
活
動
等
、地
域

と
と
も
に
歩
む
企
業
と
し
て
様
々
な
社

会
貢
献
活
動
を
展
開
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
ま
た
、実
業
団
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
は
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

■取引店／熊本ファミリー銀行 花畑支店
　　　　　福岡銀行 熊本営業部

当
社
の
末
綱
聡
子
と
前
田
美
順
ペ
ア
は

「
ス
エ
マ
エ
」と
い
う
愛
称
で
、08
年（
平

成
20
年
）の
北
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は

堂
々
ベ
ス
ト
４（
日
本
人
初
）と
い
う
大

健
闘
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
今
は
、来
年
開
催
さ
れ
る
ロ
ン
ド
ン
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
の
出
場
を
目
指
し
て
頑

■設　　立：1969年9月
■所 在 地：熊本県熊本市
■資 本 金：10億円
■従 業 員：4,430名（2011年7月1日現在）
■事業内容：マイクロコンピュータ、システムLSI、ASIC等のLSI、
　　　　　　超LSIの開発および製造
■事業拠点：熊本県熊本市（本社、熊本川尻工場）、
　　　　　  熊本県球磨郡錦町（熊本錦工場）、
　　　　　  大分県中津市（大分工場）、山口県宇部市（山口工場）

九
州・熊
本
に
製
造
拠
点
を
設
け
て
42
年

グ
ル
ー
プ
の
半
導
体
製
造
拠
点
と
し
て
の

歩
み

▲バドミントン部展示コーナーの前にて

▲左から米村支店長、林頭取、今村社長

▲高純度シリコンインゴットの前にて、左から林頭取、今村社長、米村支店長

▲本社・熊本川尻工場

▲本社・熊本川尻工場全景

末綱聡子・前田美順ペア▶

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子（作業を行う搬送ロボット）

家
電・モ
バ
イ
ル
機
器
か
ら
自
動
車
ま
で

高
品
質
の
半
導
体
製
品
で
支
え
る

九州は、「シリコンアイランド」と称されるほど半導体企業が集積している地域ですが、御
社は最先端の技術で数々の高機能なマイコンやＬＳＩを製造される等、その一翼を担ってお
られます。また、品質と生産効率を高める為に、絶え間ない生産技術の向上に取り組まれ
ている御社の企業精神に敬服致しました。
今後も、半導体製品の供給を通して、日本のものづくりの発展を支える御社が、益々躍
進されることを祈念致します。

熊本ファミリー銀行
林　謙治取締役頭取

◎インタビューを終えて

ルネサス セミコンダクタ九州・山口株式会社

環
境
調
和
型
企
業
を
目
指
す

３
つ
の〝
エ
コ
〞が
キ
ー
ワ
ー
ド

地
域
と
と
も
に
歩
む
中

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
活
動
に
も

温
か
い
応
援
を
頂
い
て

ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
ず

皆
様
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
た
い

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。彼
女
た
ち
の

健
闘
は
何
よ
り
も
嬉
し
く
、こ
れ
も
地

域
の
皆
様
か
ら
の
温
か
い
励
ま
し
や
ご

声
援
の
お
か
げ
と
、改
め
て
御
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ご
声
援
を

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
今
日
、半
導
体
業
界
を
取
り
巻
く
環

境
や
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
は
日
々
多
様
化

し
て
い
ま
す
。そ
の
中
で
当
社
は
、誠
実

で
透
明
な
企
業
活
動
を
通
し
て
、先
に

申
し
ま
し
た
Ｑ
Ｃ
Ｄ
Ｓ（
品
質・コ
ス
ト・

納
期
・サ
ー
ビ
ス
）の
更
な
る
改
善
を
目

▲熊本川尻工場クリーンルーム内の様子
　(上方に天井搬送システムが見える）

指
し
、全
て
の
領
域
に
お
い
て
お
客
様

の
要
求
に
お
応
え
出
来
る「
も
の
づ
く

り
世
界
№
１
」の
半
導
体
工
場
を
目
標

に
し
て
い
ま
す
。

　
ル
ネ
サ
ス 

エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
グ
ル
ー

プ
の
中
核
工
場
と
し
て
も
、技
術
力
や

製
造
力
の
伝
承
と
進
化
は
最
大
の
命

題
で
す
。ス
ピ
ー
ド
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神

を
忘
れ
ず
に
、お
客
様
の
良
き
ビ
ジ
ネ

ス
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と
と
も
に
、良
き

企
業
市
民
と
し
て
も
、地
域
社
会
と
の

融
和
や
豊
か
な
自
然
と
の
調
和
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。ま
た
当
社

は
東
日
本
大
震
災
で
顕
在
化
し
た
供

給
責
任
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、現

在
、グ
ル
ー
プ
全
体
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継

続
計
画
）の
見
直
し
も
進
め
て
お
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
皆
様
の一層
の
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

▲当社バドミントン部
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有限会社杉永蒲鉾

杉永 清悟氏代表取締役社長

創業以来、
伝統の蒲鉾づくり一筋に
情熱を注ぐ

　　
全
国
有
数
の
水
産
業
の
集
積
地
で
あ

る
長
崎
は
、古
く
か
ら
海
の
恵
み
を
独

自
の
食
文
化
に
取
り
入
れ
て
お
り
、中

で
も
蒲
鉾
は
長
崎
の
食
卓
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
現
会
長
で
あ
る
私
の
父
、杉
永
金
生

が
子
供
の
頃
に
食
べ
た
豆
腐
蒲
鉾
の
味

に
感
動
し
、蒲
鉾
屋
を
開
く
こ
と
を
決

意
、8
年
間
の
修
業
の
後
、1
9
6
2

年（
昭
和
37
年
）長
崎
市
片
淵
町
で
杉

永
蒲
鉾
を
創
業
。86
年（
昭
和
61
年
）に

は
有
限
会
社
へ
と
改
組
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、板
付
き
蒲
鉾
や
竹
輪
の

蒲
鉾
等
の
商
品
だ
け
で
な
く
、「
食
べ
た

お
客
様
が
幸
せ
に
な
れ
る
美
味
し
い
蒲

鉾
を
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
新
商
品
を
次
々

に
開
発
し
て
い
ま
す
。長
崎
県
産
の
ア
ジ

を
昔
な
が
ら
の
手
作
り
で
唐
揚
げ
風
に

仕
上
げ
た「
ア
ジ
角
」は
、当
社
発
祥
の

商
品
で
、長
崎
で
定
番
の
揚
げ
蒲
鉾
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
90
年（
平
成
2
年
）に
、本
社
と
工
場

を
現
在
の
長
崎
市
幸
町
へ
移
転
し
ま

し
た
。

　
95
年（
平
成
7
年
）に
は
、当
社
の
1

番
人
気
で
あ
る「
イ
ワ
シ
バ
ー
グ
」（
平

成
10
年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
水
産
庁
長

官
賞
受
賞
）を
開
発
。当
時
、主
要
販
売

先
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
へ
の
営
業
は
蒲
鉾

売
場
が
主
流
で
し
た
が
、こ
の
新
商
品

の
発
売
と
と
も
に
惣
菜
売
場
に
も
営
業

チ
ャ
ネ
ル
を
広
げ
た
こ
と
が
、販
路
拡
大

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
時
期
か
ら
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
で
、「
味
の
横
綱
　
杉
永
蒲

鉾
」の
ブ
ラ
ン
ド
が一般
家
庭
に
も
浸
透

し
て
い
く
様
に
な
り
ま
し
た
。当
社
は
老

舗
で
は
な
い
の
で
型
に
嵌
ら
な
い
様
々
な

タ
イ
プ
の
宣
伝
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。今
振
り
返
る
と
、遊
び
感
覚
で
創
っ

た
も
の
程
効
果
が
高
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
B
S
E（
狂
牛
病
）問
題
が
深
刻
化

し
て
い
た
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に

は
、独
自
の
製
法
に
よ
り
白
身
魚
を
練

り
込
ん
で
牛
肉
の
様
な
霜
降
り
感
を

表
現
し
た「
お
魚
ス
テ
ー
キ
」（
平
成
17

年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
農
林
水
産
大
臣

賞
受
賞
）の
販
売
を
開
始
、新
た
な
顧

客
層
の
獲
得
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
社
伝
統
の
製
法
や
巧
み
の
技
を
十

分
に
活
か
し
な
が
ら
も
、新
商
品
の
開

発
や
営
業
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
等
、ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
を
変
え
る
新
た
な
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
業
容
を
拡
大
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
生
産
増
加
に
伴
う
二
度
の
増
改
築
を

経
て
、現
在
で
は
社
員
も
1
1
0
名
を

超
え
、取
扱
商
品
も
1
3
0
種
類
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、食
文
化
の
変
化
か
ら
魚
料
理

を
食
べ
る
子
供
が
減
少
し
て
い
ま
す
。将

来
の
日
本
を
担
う
子
供
が
好
き
嫌
い
無

く
魚
を
食
べ
る
為
に
は
、ま
ず
興
味
を

持
っ
て
貰
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
、20

年
程
前
か
ら
当
社
工
場
の
社
会
科
見

学
に
長
崎
市
の
小
学
生
の
受
け
入
れ
を

続
け
て
き
ま
し
た
。年
間
1
，5
0
0
名

以
上
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
が
、子
供
達
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が

と
て
も
励
み
に
な
って
い
ま
す
。

　
当
社
の
蒲
鉾
は
、日
本一の
規
模
を
誇

る
新
長
崎
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
長
崎
県
産
魚
を
、そ
の
日
の
内
に
漁

港
に
隣
接
す
る
長
崎
蒲
鉾
水
産
加
工

業
協
同
組
合
の
加
工
専
門
工
場
で
す

り
身
に
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い

ま
す
。こ
の
工
場
は
蒲
鉾
製
造
業
者
が

協
同
事
業
で
す
り
身
を
製
造
す
る
日

本
で
唯一の
成
功
事
例
で
す
。

　
蒲
鉾
は
、長
崎
の
方
言
で「
か
ん
ぼ

こ
」と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、地
元

の
食
卓
を
彩
る
お
か
ず
の
主
菜
と
し
て

生
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。新
鮮
な
魚
を

原
料
と
し
て
、日
本一の
数
を
誇
る
長
崎

の
蒲
鉾
製
造
業
者
の
高
い
技
術
に
よ
っ

て
加
工
さ
れ
て
い
る「
か
ん
ぼ
こ
」は
、

全
国
の
消
費
量
で
常
に
上
位
を
占
め
る

等
、身
近
な
食
品
と
し
て
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
蒲
鉾
は
、カ
ス
テ
ラ
や
チ
ャ
ン

ポ
ン
の
様
に「
名
物
」と
し
て
は
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

10
年（
平
成
22
年
）に
行
政
や
大
学
、私

ど
も
長
崎
の
蒲
鉾
製
造
業
者
等
が
連

携
し
、「
長
崎
地
域
水
産
練
製
品
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
委
員
会
」を
発
足
、今
年

2
月
に
は「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。長
崎
市
周
辺
で
製

造
販
売
さ
れ
る
練
製
品
を「
長
崎
お
で

ん
」と
総
称
し
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、全
国
に
も
広
め
る
為

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
に
温
め
て
食
べ
る
こ

と
が
出
来
る
商
品
を
開
発
し
、積
極
的

な
P
R
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
産
学
官
が
協
力
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、延
い
て
は

蒲
鉾
業
界
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
、私
も
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
創
業
時
か
ら
障
害
者
雇

用
に
注
力
し
、現
在
も
９
名
が
日
々
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、当

社
の
重
要
な
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、製
造
工
程
の
衛
生
管
理
は
、

「
安
心
」と「
安
全
」を
追
求
す
る
為

に
、最
新
設
備
を
導
入
し
、温
度
、湿

度
の
徹
底
管
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、

社
員
の
衛
生
意
識
の
向
上
に
も
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
当
社
の
積
極
的
な
障
害
者

雇
用
と
、工
場
の
衛
生
管
理
の
取
り
組

み
等
を
評
価
頂
き
、08
年（
平
成
20
年
）

「
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
」と「
食

▲左より、前田長崎営業部長、杉永社長、鬼木頭取

◀竹輪の製造ライン前にて

■取引店／親和銀行 長崎営業部

■創　　業：1962年4月
■設　　立：1986年6月
■所 在 地：長崎県長崎市幸町
■資 本 金：500万円
■従 業 員：116名
■事業内容：水産練製品製造
■事業拠点：長崎県長崎市（本社、工場）

親和銀行
鬼木 和夫取締役頭取

杉永蒲鉾

有限会社杉永蒲鉾

品
衛
生
事
業
功
労
者
」「
食
品
衛
生
優

良
施
設
」の
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
ダ
ブ

ル
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
父
の
代
か
ら
変
わ
ら
ず
続
け
て
き
た

▲蒲鉾の製造工程を見学する小学生

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、大
き
な
喜
び

を
感
じ
る
と
と
も
に
、今
後
も
更
な
る

努
力
を
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

　
当
社
は「
三
つ
の
横
綱（
味
・
品
質
・

サ
ー
ビ
ス
）を
目
指
す
」と
い
う
経
営
理

◎インタビューを終えて

伝統の製法や巧みの技を活かし、味と品質にこだわった商品開発等、御社の弛まず新
たなことにチャレンジを続けておられる姿勢には大変感銘を受けました。また、将来を
担う子供達に向けた美味しく食べ易い蒲鉾づくりや小学生の工場見学は、食育、そして
食の未来に繋がると考えます。更に、長崎の水産練製品をブランド化する「長崎かんぼ
こ王国」における取り組みは、蒲鉾業界の発展だけでなく地域経済の活性化に貢献され
るものと、私も大いに期待しております。

念
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。味
の
横
綱
と

し
て
、「
お
客
様
の
食
卓
を
満
足
さ
せ
る

美
味
し
い
商
品
作
り
」、品
質
の
横
綱

と
し
て「
安
心
安
全
な
商
品
作
り
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、サ
ー
ビ
ス
の
横
綱
と
し
て

「
顧
客
満
足
を
追
及
し
、一人
ひ
と
り
が

杉
永
蒲
鉾
の
顔
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と

責
任
を
持
つ
」と
い
う
も
の
で
す
。

親
子
2
代
に
わ
た
る
蒲
鉾
づ
く
り
で

新
商
品
を
開
発

日
本
の
将
来 

子
供
達
に
美
味
し
い

魚
料
理
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

産
学
官一体
の
取
り
組
み
、

「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」に
も
参
画

こ
れ
か
ら
も
長
崎
か
ら
全
国
の
食
卓
へ
、

幸
せ
に
な
れ
る
味
を
お
届
け
し
た
い

衛
生
管
理
と
社
員
の
意
識
向
上
が
、

工
場
の「
安
心・安
全
」を
支
え
て
い
る

さ
い
わ
い
ま
ち

は
ま

　
蒲
鉾
を
食
べ
る
こ
と
で
、食
卓
が
幸

せ
で
満
ち
溢
れ
る
。そ
の
様
な「
か
ん
ぼ

こ
」を
提
供
す
る
こ
と
が
、お
客
様
に
対

す
る
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
信
じ
て
、当

社
所
在
地
で
あ
る「
幸
町
」か
ら
、今
後

も
幸
せ
を
お
届
け
し
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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有限会社杉永蒲鉾

杉永 清悟氏代表取締役社長

創業以来、
伝統の蒲鉾づくり一筋に
情熱を注ぐ

　　
全
国
有
数
の
水
産
業
の
集
積
地
で
あ

る
長
崎
は
、古
く
か
ら
海
の
恵
み
を
独

自
の
食
文
化
に
取
り
入
れ
て
お
り
、中

で
も
蒲
鉾
は
長
崎
の
食
卓
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
現
会
長
で
あ
る
私
の
父
、杉
永
金
生

が
子
供
の
頃
に
食
べ
た
豆
腐
蒲
鉾
の
味

に
感
動
し
、蒲
鉾
屋
を
開
く
こ
と
を
決

意
、8
年
間
の
修
業
の
後
、1
9
6
2

年（
昭
和
37
年
）長
崎
市
片
淵
町
で
杉

永
蒲
鉾
を
創
業
。86
年（
昭
和
61
年
）に

は
有
限
会
社
へ
と
改
組
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、板
付
き
蒲
鉾
や
竹
輪
の

蒲
鉾
等
の
商
品
だ
け
で
な
く
、「
食
べ
た

お
客
様
が
幸
せ
に
な
れ
る
美
味
し
い
蒲

鉾
を
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
新
商
品
を
次
々

に
開
発
し
て
い
ま
す
。長
崎
県
産
の
ア
ジ

を
昔
な
が
ら
の
手
作
り
で
唐
揚
げ
風
に

仕
上
げ
た「
ア
ジ
角
」は
、当
社
発
祥
の

商
品
で
、長
崎
で
定
番
の
揚
げ
蒲
鉾
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
90
年（
平
成
2
年
）に
、本
社
と
工
場

を
現
在
の
長
崎
市
幸
町
へ
移
転
し
ま

し
た
。

　
95
年（
平
成
7
年
）に
は
、当
社
の
1

番
人
気
で
あ
る「
イ
ワ
シ
バ
ー
グ
」（
平

成
10
年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
水
産
庁
長

官
賞
受
賞
）を
開
発
。当
時
、主
要
販
売

先
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
へ
の
営
業
は
蒲
鉾

売
場
が
主
流
で
し
た
が
、こ
の
新
商
品

の
発
売
と
と
も
に
惣
菜
売
場
に
も
営
業

チ
ャ
ネ
ル
を
広
げ
た
こ
と
が
、販
路
拡
大

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
時
期
か
ら
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
で
、「
味
の
横
綱
　
杉
永
蒲

鉾
」の
ブ
ラ
ン
ド
が一般
家
庭
に
も
浸
透

し
て
い
く
様
に
な
り
ま
し
た
。当
社
は
老

舗
で
は
な
い
の
で
型
に
嵌
ら
な
い
様
々
な

タ
イ
プ
の
宣
伝
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。今
振
り
返
る
と
、遊
び
感
覚
で
創
っ

た
も
の
程
効
果
が
高
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
B
S
E（
狂
牛
病
）問
題
が
深
刻
化

し
て
い
た
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に

は
、独
自
の
製
法
に
よ
り
白
身
魚
を
練

り
込
ん
で
牛
肉
の
様
な
霜
降
り
感
を

表
現
し
た「
お
魚
ス
テ
ー
キ
」（
平
成
17

年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
農
林
水
産
大
臣

賞
受
賞
）の
販
売
を
開
始
、新
た
な
顧

客
層
の
獲
得
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
社
伝
統
の
製
法
や
巧
み
の
技
を
十

分
に
活
か
し
な
が
ら
も
、新
商
品
の
開

発
や
営
業
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
等
、ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
を
変
え
る
新
た
な
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
業
容
を
拡
大
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
生
産
増
加
に
伴
う
二
度
の
増
改
築
を

経
て
、現
在
で
は
社
員
も
1
1
0
名
を

超
え
、取
扱
商
品
も
1
3
0
種
類
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、食
文
化
の
変
化
か
ら
魚
料
理

を
食
べ
る
子
供
が
減
少
し
て
い
ま
す
。将

来
の
日
本
を
担
う
子
供
が
好
き
嫌
い
無

く
魚
を
食
べ
る
為
に
は
、ま
ず
興
味
を

持
っ
て
貰
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
、20

年
程
前
か
ら
当
社
工
場
の
社
会
科
見

学
に
長
崎
市
の
小
学
生
の
受
け
入
れ
を

続
け
て
き
ま
し
た
。年
間
1
，5
0
0
名

以
上
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
が
、子
供
達
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が

と
て
も
励
み
に
な
って
い
ま
す
。

　
当
社
の
蒲
鉾
は
、日
本一の
規
模
を
誇

る
新
長
崎
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
長
崎
県
産
魚
を
、そ
の
日
の
内
に
漁

港
に
隣
接
す
る
長
崎
蒲
鉾
水
産
加
工

業
協
同
組
合
の
加
工
専
門
工
場
で
す

り
身
に
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い

ま
す
。こ
の
工
場
は
蒲
鉾
製
造
業
者
が

協
同
事
業
で
す
り
身
を
製
造
す
る
日

本
で
唯一の
成
功
事
例
で
す
。

　
蒲
鉾
は
、長
崎
の
方
言
で「
か
ん
ぼ

こ
」と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、地
元

の
食
卓
を
彩
る
お
か
ず
の
主
菜
と
し
て

生
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。新
鮮
な
魚
を

原
料
と
し
て
、日
本一の
数
を
誇
る
長
崎

の
蒲
鉾
製
造
業
者
の
高
い
技
術
に
よ
っ

て
加
工
さ
れ
て
い
る「
か
ん
ぼ
こ
」は
、

全
国
の
消
費
量
で
常
に
上
位
を
占
め
る

等
、身
近
な
食
品
と
し
て
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
蒲
鉾
は
、カ
ス
テ
ラ
や
チ
ャ
ン

ポ
ン
の
様
に「
名
物
」と
し
て
は
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

10
年（
平
成
22
年
）に
行
政
や
大
学
、私

ど
も
長
崎
の
蒲
鉾
製
造
業
者
等
が
連

携
し
、「
長
崎
地
域
水
産
練
製
品
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
委
員
会
」を
発
足
、今
年

2
月
に
は「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。長
崎
市
周
辺
で
製

造
販
売
さ
れ
る
練
製
品
を「
長
崎
お
で

ん
」と
総
称
し
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、全
国
に
も
広
め
る
為

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
に
温
め
て
食
べ
る
こ

と
が
出
来
る
商
品
を
開
発
し
、積
極
的

な
P
R
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
産
学
官
が
協
力
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、延
い
て
は

蒲
鉾
業
界
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
、私
も
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
創
業
時
か
ら
障
害
者
雇

用
に
注
力
し
、現
在
も
９
名
が
日
々
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、当

社
の
重
要
な
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、製
造
工
程
の
衛
生
管
理
は
、

「
安
心
」と「
安
全
」を
追
求
す
る
為

に
、最
新
設
備
を
導
入
し
、温
度
、湿

度
の
徹
底
管
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、

社
員
の
衛
生
意
識
の
向
上
に
も
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
当
社
の
積
極
的
な
障
害
者

雇
用
と
、工
場
の
衛
生
管
理
の
取
り
組

み
等
を
評
価
頂
き
、08
年（
平
成
20
年
）

「
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
」と「
食

▲左より、前田長崎営業部長、杉永社長、鬼木頭取

◀竹輪の製造ライン前にて

■取引店／親和銀行 長崎営業部

■創　　業：1962年4月
■設　　立：1986年6月
■所 在 地：長崎県長崎市幸町
■資 本 金：500万円
■従 業 員：116名
■事業内容：水産練製品製造
■事業拠点：長崎県長崎市（本社、工場）

親和銀行
鬼木 和夫取締役頭取

杉永蒲鉾

有限会社杉永蒲鉾

品
衛
生
事
業
功
労
者
」「
食
品
衛
生
優

良
施
設
」の
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
ダ
ブ

ル
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
父
の
代
か
ら
変
わ
ら
ず
続
け
て
き
た

▲蒲鉾の製造工程を見学する小学生

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、大
き
な
喜
び

を
感
じ
る
と
と
も
に
、今
後
も
更
な
る

努
力
を
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

　
当
社
は「
三
つ
の
横
綱（
味
・
品
質
・

サ
ー
ビ
ス
）を
目
指
す
」と
い
う
経
営
理

◎インタビューを終えて

伝統の製法や巧みの技を活かし、味と品質にこだわった商品開発等、御社の弛まず新
たなことにチャレンジを続けておられる姿勢には大変感銘を受けました。また、将来を
担う子供達に向けた美味しく食べ易い蒲鉾づくりや小学生の工場見学は、食育、そして
食の未来に繋がると考えます。更に、長崎の水産練製品をブランド化する「長崎かんぼ
こ王国」における取り組みは、蒲鉾業界の発展だけでなく地域経済の活性化に貢献され
るものと、私も大いに期待しております。

念
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。味
の
横
綱
と

し
て
、「
お
客
様
の
食
卓
を
満
足
さ
せ
る

美
味
し
い
商
品
作
り
」、品
質
の
横
綱

と
し
て「
安
心
安
全
な
商
品
作
り
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、サ
ー
ビ
ス
の
横
綱
と
し
て

「
顧
客
満
足
を
追
及
し
、一人
ひ
と
り
が

杉
永
蒲
鉾
の
顔
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と

責
任
を
持
つ
」と
い
う
も
の
で
す
。

親
子
2
代
に
わ
た
る
蒲
鉾
づ
く
り
で

新
商
品
を
開
発

日
本
の
将
来 

子
供
達
に
美
味
し
い

魚
料
理
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

産
学
官一体
の
取
り
組
み
、

「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」に
も
参
画

こ
れ
か
ら
も
長
崎
か
ら
全
国
の
食
卓
へ
、

幸
せ
に
な
れ
る
味
を
お
届
け
し
た
い

衛
生
管
理
と
社
員
の
意
識
向
上
が
、

工
場
の「
安
心・安
全
」を
支
え
て
い
る

さ
い
わ
い
ま
ち

は
ま

　
蒲
鉾
を
食
べ
る
こ
と
で
、食
卓
が
幸

せ
で
満
ち
溢
れ
る
。そ
の
様
な「
か
ん
ぼ

こ
」を
提
供
す
る
こ
と
が
、お
客
様
に
対

す
る
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
信
じ
て
、当

社
所
在
地
で
あ
る「
幸
町
」か
ら
、今
後

も
幸
せ
を
お
届
け
し
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

11 FFG MONTHLY SURVEY Vol.40



有限会社杉永蒲鉾

杉永 清悟氏代表取締役社長

創業以来、
伝統の蒲鉾づくり一筋に
情熱を注ぐ

　　
全
国
有
数
の
水
産
業
の
集
積
地
で
あ

る
長
崎
は
、古
く
か
ら
海
の
恵
み
を
独

自
の
食
文
化
に
取
り
入
れ
て
お
り
、中

で
も
蒲
鉾
は
長
崎
の
食
卓
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
現
会
長
で
あ
る
私
の
父
、杉
永
金
生

が
子
供
の
頃
に
食
べ
た
豆
腐
蒲
鉾
の
味

に
感
動
し
、蒲
鉾
屋
を
開
く
こ
と
を
決

意
、8
年
間
の
修
業
の
後
、1
9
6
2

年（
昭
和
37
年
）長
崎
市
片
淵
町
で
杉

永
蒲
鉾
を
創
業
。86
年（
昭
和
61
年
）に

は
有
限
会
社
へ
と
改
組
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、板
付
き
蒲
鉾
や
竹
輪
の

蒲
鉾
等
の
商
品
だ
け
で
な
く
、「
食
べ
た

お
客
様
が
幸
せ
に
な
れ
る
美
味
し
い
蒲

鉾
を
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
新
商
品
を
次
々

に
開
発
し
て
い
ま
す
。長
崎
県
産
の
ア
ジ

を
昔
な
が
ら
の
手
作
り
で
唐
揚
げ
風
に

仕
上
げ
た「
ア
ジ
角
」は
、当
社
発
祥
の

商
品
で
、長
崎
で
定
番
の
揚
げ
蒲
鉾
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
90
年（
平
成
2
年
）に
、本
社
と
工
場

を
現
在
の
長
崎
市
幸
町
へ
移
転
し
ま

し
た
。

　
95
年（
平
成
7
年
）に
は
、当
社
の
1

番
人
気
で
あ
る「
イ
ワ
シ
バ
ー
グ
」（
平

成
10
年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
水
産
庁
長

官
賞
受
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時
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で
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場
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の
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と
と
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に
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菜
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場
に
も
営
業

チ
ャ
ネ
ル
を
広
げ
た
こ
と
が
、販
路
拡
大

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
時
期
か
ら
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
で
、「
味
の
横
綱
　
杉
永
蒲

鉾
」の
ブ
ラ
ン
ド
が一般
家
庭
に
も
浸
透

し
て
い
く
様
に
な
り
ま
し
た
。当
社
は
老

舗
で
は
な
い
の
で
型
に
嵌
ら
な
い
様
々
な

タ
イ
プ
の
宣
伝
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。今
振
り
返
る
と
、遊
び
感
覚
で
創
っ

た
も
の
程
効
果
が
高
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
B
S
E（
狂
牛
病
）問
題
が
深
刻
化

し
て
い
た
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に

は
、独
自
の
製
法
に
よ
り
白
身
魚
を
練

り
込
ん
で
牛
肉
の
様
な
霜
降
り
感
を

表
現
し
た「
お
魚
ス
テ
ー
キ
」（
平
成
17

年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
農
林
水
産
大
臣

賞
受
賞
）の
販
売
を
開
始
、新
た
な
顧

客
層
の
獲
得
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
社
伝
統
の
製
法
や
巧
み
の
技
を
十

分
に
活
か
し
な
が
ら
も
、新
商
品
の
開

発
や
営
業
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
等
、ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
を
変
え
る
新
た
な
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
業
容
を
拡
大
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
生
産
増
加
に
伴
う
二
度
の
増
改
築
を

経
て
、現
在
で
は
社
員
も
1
1
0
名
を

超
え
、取
扱
商
品
も
1
3
0
種
類
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、食
文
化
の
変
化
か
ら
魚
料
理

を
食
べ
る
子
供
が
減
少
し
て
い
ま
す
。将

来
の
日
本
を
担
う
子
供
が
好
き
嫌
い
無

く
魚
を
食
べ
る
為
に
は
、ま
ず
興
味
を

持
っ
て
貰
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
、20

年
程
前
か
ら
当
社
工
場
の
社
会
科
見

学
に
長
崎
市
の
小
学
生
の
受
け
入
れ
を

続
け
て
き
ま
し
た
。年
間
1
，5
0
0
名

以
上
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
が
、子
供
達
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が

と
て
も
励
み
に
な
って
い
ま
す
。

　
当
社
の
蒲
鉾
は
、日
本一の
規
模
を
誇

る
新
長
崎
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
長
崎
県
産
魚
を
、そ
の
日
の
内
に
漁

港
に
隣
接
す
る
長
崎
蒲
鉾
水
産
加
工

業
協
同
組
合
の
加
工
専
門
工
場
で
す

り
身
に
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い

ま
す
。こ
の
工
場
は
蒲
鉾
製
造
業
者
が

協
同
事
業
で
す
り
身
を
製
造
す
る
日

本
で
唯一の
成
功
事
例
で
す
。

　
蒲
鉾
は
、長
崎
の
方
言
で「
か
ん
ぼ

こ
」と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、地
元

の
食
卓
を
彩
る
お
か
ず
の
主
菜
と
し
て

生
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。新
鮮
な
魚
を

原
料
と
し
て
、日
本一の
数
を
誇
る
長
崎

の
蒲
鉾
製
造
業
者
の
高
い
技
術
に
よ
っ

て
加
工
さ
れ
て
い
る「
か
ん
ぼ
こ
」は
、

全
国
の
消
費
量
で
常
に
上
位
を
占
め
る

等
、身
近
な
食
品
と
し
て
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
蒲
鉾
は
、カ
ス
テ
ラ
や
チ
ャ
ン

ポ
ン
の
様
に「
名
物
」と
し
て
は
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

10
年（
平
成
22
年
）に
行
政
や
大
学
、私

ど
も
長
崎
の
蒲
鉾
製
造
業
者
等
が
連

携
し
、「
長
崎
地
域
水
産
練
製
品
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
委
員
会
」を
発
足
、今
年

2
月
に
は「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。長
崎
市
周
辺
で
製

造
販
売
さ
れ
る
練
製
品
を「
長
崎
お
で

ん
」と
総
称
し
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、全
国
に
も
広
め
る
為

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
に
温
め
て
食
べ
る
こ

と
が
出
来
る
商
品
を
開
発
し
、積
極
的

な
P
R
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
産
学
官
が
協
力
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、延
い
て
は

蒲
鉾
業
界
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
、私
も
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
創
業
時
か
ら
障
害
者
雇

用
に
注
力
し
、現
在
も
９
名
が
日
々
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、当

社
の
重
要
な
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、製
造
工
程
の
衛
生
管
理
は
、

「
安
心
」と「
安
全
」を
追
求
す
る
為

に
、最
新
設
備
を
導
入
し
、温
度
、湿

度
の
徹
底
管
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、

社
員
の
衛
生
意
識
の
向
上
に
も
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
当
社
の
積
極
的
な
障
害
者

雇
用
と
、工
場
の
衛
生
管
理
の
取
り
組

み
等
を
評
価
頂
き
、08
年（
平
成
20
年
）

「
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
」と「
食

▲左より、前田長崎営業部長、杉永社長、鬼木頭取

◀竹輪の製造ライン前にて

■取引店／親和銀行 長崎営業部

■創　　業：1962年4月
■設　　立：1986年6月
■所 在 地：長崎県長崎市幸町
■資 本 金：500万円
■従 業 員：116名
■事業内容：水産練製品製造
■事業拠点：長崎県長崎市（本社、工場）

親和銀行
鬼木 和夫取締役頭取

杉永蒲鉾

有限会社杉永蒲鉾

品
衛
生
事
業
功
労
者
」「
食
品
衛
生
優

良
施
設
」の
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
ダ
ブ

ル
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
父
の
代
か
ら
変
わ
ら
ず
続
け
て
き
た

▲蒲鉾の製造工程を見学する小学生

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、大
き
な
喜
び

を
感
じ
る
と
と
も
に
、今
後
も
更
な
る

努
力
を
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

　
当
社
は「
三
つ
の
横
綱（
味
・
品
質
・

サ
ー
ビ
ス
）を
目
指
す
」と
い
う
経
営
理

◎インタビューを終えて

伝統の製法や巧みの技を活かし、味と品質にこだわった商品開発等、御社の弛まず新
たなことにチャレンジを続けておられる姿勢には大変感銘を受けました。また、将来を
担う子供達に向けた美味しく食べ易い蒲鉾づくりや小学生の工場見学は、食育、そして
食の未来に繋がると考えます。更に、長崎の水産練製品をブランド化する「長崎かんぼ
こ王国」における取り組みは、蒲鉾業界の発展だけでなく地域経済の活性化に貢献され
るものと、私も大いに期待しております。

念
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。味
の
横
綱
と

し
て
、「
お
客
様
の
食
卓
を
満
足
さ
せ
る

美
味
し
い
商
品
作
り
」、品
質
の
横
綱

と
し
て「
安
心
安
全
な
商
品
作
り
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、サ
ー
ビ
ス
の
横
綱
と
し
て

「
顧
客
満
足
を
追
及
し
、一人
ひ
と
り
が

杉
永
蒲
鉾
の
顔
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と

責
任
を
持
つ
」と
い
う
も
の
で
す
。

親
子
2
代
に
わ
た
る
蒲
鉾
づ
く
り
で

新
商
品
を
開
発

日
本
の
将
来 

子
供
達
に
美
味
し
い

魚
料
理
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

産
学
官一体
の
取
り
組
み
、

「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」に
も
参
画

こ
れ
か
ら
も
長
崎
か
ら
全
国
の
食
卓
へ
、

幸
せ
に
な
れ
る
味
を
お
届
け
し
た
い

衛
生
管
理
と
社
員
の
意
識
向
上
が
、

工
場
の「
安
心・安
全
」を
支
え
て
い
る

さ
い
わ
い
ま
ち

は
ま

　
蒲
鉾
を
食
べ
る
こ
と
で
、食
卓
が
幸

せ
で
満
ち
溢
れ
る
。そ
の
様
な「
か
ん
ぼ

こ
」を
提
供
す
る
こ
と
が
、お
客
様
に
対

す
る
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
信
じ
て
、当

社
所
在
地
で
あ
る「
幸
町
」か
ら
、今
後

も
幸
せ
を
お
届
け
し
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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有限会社杉永蒲鉾

杉永 清悟氏代表取締役社長

創業以来、
伝統の蒲鉾づくり一筋に
情熱を注ぐ

　　
全
国
有
数
の
水
産
業
の
集
積
地
で
あ

る
長
崎
は
、古
く
か
ら
海
の
恵
み
を
独

自
の
食
文
化
に
取
り
入
れ
て
お
り
、中

で
も
蒲
鉾
は
長
崎
の
食
卓
に
無
く
て
は

な
ら
な
い
存
在
で
す
。

　
現
会
長
で
あ
る
私
の
父
、杉
永
金
生

が
子
供
の
頃
に
食
べ
た
豆
腐
蒲
鉾
の
味

に
感
動
し
、蒲
鉾
屋
を
開
く
こ
と
を
決

意
、8
年
間
の
修
業
の
後
、1
9
6
2

年（
昭
和
37
年
）長
崎
市
片
淵
町
で
杉

永
蒲
鉾
を
創
業
。86
年（
昭
和
61
年
）に

は
有
限
会
社
へ
と
改
組
し
ま
し
た
。

　
創
業
以
来
、板
付
き
蒲
鉾
や
竹
輪
の

蒲
鉾
等
の
商
品
だ
け
で
な
く
、「
食
べ
た

お
客
様
が
幸
せ
に
な
れ
る
美
味
し
い
蒲

鉾
を
！
」を
モ
ッ
ト
ー
に
新
商
品
を
次
々

に
開
発
し
て
い
ま
す
。長
崎
県
産
の
ア
ジ

を
昔
な
が
ら
の
手
作
り
で
唐
揚
げ
風
に

仕
上
げ
た「
ア
ジ
角
」は
、当
社
発
祥
の

商
品
で
、長
崎
で
定
番
の
揚
げ
蒲
鉾
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
90
年（
平
成
2
年
）に
、本
社
と
工
場

を
現
在
の
長
崎
市
幸
町
へ
移
転
し
ま

し
た
。

　
95
年（
平
成
7
年
）に
は
、当
社
の
1

番
人
気
で
あ
る「
イ
ワ
シ
バ
ー
グ
」（
平

成
10
年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
水
産
庁
長

官
賞
受
賞
）を
開
発
。当
時
、主
要
販
売

先
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
へ
の
営
業
は
蒲
鉾

売
場
が
主
流
で
し
た
が
、こ
の
新
商
品

の
発
売
と
と
も
に
惣
菜
売
場
に
も
営
業

チ
ャ
ネ
ル
を
広
げ
た
こ
と
が
、販
路
拡
大

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
時
期
か
ら
ラ
ジ
オ
Ｃ
Ｍ
を
ス
タ
ー
ト

し
た
こ
と
で
、「
味
の
横
綱
　
杉
永
蒲

鉾
」の
ブ
ラ
ン
ド
が一般
家
庭
に
も
浸
透

し
て
い
く
様
に
な
り
ま
し
た
。当
社
は
老

舗
で
は
な
い
の
で
型
に
嵌
ら
な
い
様
々
な

タ
イ
プ
の
宣
伝
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し

た
。今
振
り
返
る
と
、遊
び
感
覚
で
創
っ

た
も
の
程
効
果
が
高
か
っ
た
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

　
B
S
E（
狂
牛
病
）問
題
が
深
刻
化

し
て
い
た
2
0
0
2
年（
平
成
14
年
）に

は
、独
自
の
製
法
に
よ
り
白
身
魚
を
練

り
込
ん
で
牛
肉
の
様
な
霜
降
り
感
を

表
現
し
た「
お
魚
ス
テ
ー
キ
」（
平
成
17

年
全
国
蒲
鉾
品
評
会
農
林
水
産
大
臣

賞
受
賞
）の
販
売
を
開
始
、新
た
な
顧

客
層
の
獲
得
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
当
社
伝
統
の
製
法
や
巧
み
の
技
を
十

分
に
活
か
し
な
が
ら
も
、新
商
品
の
開

発
や
営
業
チ
ャ
ネ
ル
の
多
様
化
等
、ビ
ジ

ネ
ス
の
視
点
を
変
え
る
新
た
な
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
で
業
容
を
拡
大
し
て
参

り
ま
し
た
。

　
生
産
増
加
に
伴
う
二
度
の
増
改
築
を

経
て
、現
在
で
は
社
員
も
1
1
0
名
を

超
え
、取
扱
商
品
も
1
3
0
種
類
を
数

え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、食
文
化
の
変
化
か
ら
魚
料
理

を
食
べ
る
子
供
が
減
少
し
て
い
ま
す
。将

来
の
日
本
を
担
う
子
供
が
好
き
嫌
い
無

く
魚
を
食
べ
る
為
に
は
、ま
ず
興
味
を

持
っ
て
貰
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
、20

年
程
前
か
ら
当
社
工
場
の
社
会
科
見

学
に
長
崎
市
の
小
学
生
の
受
け
入
れ
を

続
け
て
き
ま
し
た
。年
間
1
，5
0
0
名

以
上
の
小
学
生
が
見
学
に
訪
れ
て
い
ま

す
が
、子
供
達
の
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
が

と
て
も
励
み
に
な
って
い
ま
す
。

　
当
社
の
蒲
鉾
は
、日
本一の
規
模
を
誇

る
新
長
崎
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
新
鮮

な
長
崎
県
産
魚
を
、そ
の
日
の
内
に
漁

港
に
隣
接
す
る
長
崎
蒲
鉾
水
産
加
工

業
協
同
組
合
の
加
工
専
門
工
場
で
す

り
身
に
加
工
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い

ま
す
。こ
の
工
場
は
蒲
鉾
製
造
業
者
が

協
同
事
業
で
す
り
身
を
製
造
す
る
日

本
で
唯一の
成
功
事
例
で
す
。

　
蒲
鉾
は
、長
崎
の
方
言
で「
か
ん
ぼ

こ
」と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、地
元

の
食
卓
を
彩
る
お
か
ず
の
主
菜
と
し
て

生
で
食
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。新
鮮
な
魚
を

原
料
と
し
て
、日
本一の
数
を
誇
る
長
崎

の
蒲
鉾
製
造
業
者
の
高
い
技
術
に
よ
っ

て
加
工
さ
れ
て
い
る「
か
ん
ぼ
こ
」は
、

全
国
の
消
費
量
で
常
に
上
位
を
占
め
る

等
、身
近
な
食
品
と
し
て
愛
さ
れ
続
け

て
い
ま
す
。

　
し
か
し
蒲
鉾
は
、カ
ス
テ
ラ
や
チ
ャ
ン

ポ
ン
の
様
に「
名
物
」と
し
て
は
認
知
さ

れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。そ
こ
で
、

10
年（
平
成
22
年
）に
行
政
や
大
学
、私

ど
も
長
崎
の
蒲
鉾
製
造
業
者
等
が
連

携
し
、「
長
崎
地
域
水
産
練
製
品
ブ
ラ

ン
ド
化
推
進
委
員
会
」を
発
足
、今
年

2
月
に
は「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。長
崎
市
周
辺
で
製

造
販
売
さ
れ
る
練
製
品
を「
長
崎
お
で

ん
」と
総
称
し
ブ
ラ
ン
ド
の
統
一
化
を

図
っ
て
い
る
ほ
か
、全
国
に
も
広
め
る
為

電
子
レ
ン
ジ
で
簡
単
に
温
め
て
食
べ
る
こ

と
が
出
来
る
商
品
を
開
発
し
、積
極
的

な
P
R
活
動
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
に
産
学
官
が
協
力
す
る
こ
と

で
地
域
経
済
が
活
性
化
し
、延
い
て
は

蒲
鉾
業
界
の
発
展
に
繋
が
る
こ
と
を
目

指
し
て
、私
も
微
力
な
が
ら
尽
力
し
て

参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
当
社
で
は
創
業
時
か
ら
障
害
者
雇

用
に
注
力
し
、現
在
も
９
名
が
日
々
そ

れ
ぞ
れ
の
仕
事
に
従
事
し
て
お
り
、当

社
の
重
要
な
人
材
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、製
造
工
程
の
衛
生
管
理
は
、

「
安
心
」と「
安
全
」を
追
求
す
る
為

に
、最
新
設
備
を
導
入
し
、温
度
、湿

度
の
徹
底
管
理
等
を
行
う
と
と
も
に
、

社
員
の
衛
生
意
識
の
向
上
に
も
努
め

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
当
社
の
積
極
的
な
障
害
者

雇
用
と
、工
場
の
衛
生
管
理
の
取
り
組

み
等
を
評
価
頂
き
、08
年（
平
成
20
年
）

「
障
害
者
雇
用
優
良
事
業
所
」と「
食

▲左より、前田長崎営業部長、杉永社長、鬼木頭取

◀竹輪の製造ライン前にて

■取引店／親和銀行 長崎営業部

■創　　業：1962年4月
■設　　立：1986年6月
■所 在 地：長崎県長崎市幸町
■資 本 金：500万円
■従 業 員：116名
■事業内容：水産練製品製造
■事業拠点：長崎県長崎市（本社、工場）

親和銀行
鬼木 和夫取締役頭取

杉永蒲鉾

有限会社杉永蒲鉾

品
衛
生
事
業
功
労
者
」「
食
品
衛
生
優

良
施
設
」の
厚
生
労
働
大
臣
賞
を
ダ
ブ

ル
受
賞
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
父
の
代
か
ら
変
わ
ら
ず
続
け
て
き
た

▲蒲鉾の製造工程を見学する小学生

取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、大
き
な
喜
び

を
感
じ
る
と
と
も
に
、今
後
も
更
な
る

努
力
を
続
け
て
参
る
所
存
で
す
。

　
当
社
は「
三
つ
の
横
綱（
味
・
品
質
・

サ
ー
ビ
ス
）を
目
指
す
」と
い
う
経
営
理

◎インタビューを終えて

伝統の製法や巧みの技を活かし、味と品質にこだわった商品開発等、御社の弛まず新
たなことにチャレンジを続けておられる姿勢には大変感銘を受けました。また、将来を
担う子供達に向けた美味しく食べ易い蒲鉾づくりや小学生の工場見学は、食育、そして
食の未来に繋がると考えます。更に、長崎の水産練製品をブランド化する「長崎かんぼ
こ王国」における取り組みは、蒲鉾業界の発展だけでなく地域経済の活性化に貢献され
るものと、私も大いに期待しております。

念
を
掲
げ
て
お
り
ま
す
。味
の
横
綱
と

し
て
、「
お
客
様
の
食
卓
を
満
足
さ
せ
る

美
味
し
い
商
品
作
り
」、品
質
の
横
綱

と
し
て「
安
心
安
全
な
商
品
作
り
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、サ
ー
ビ
ス
の
横
綱
と
し
て

「
顧
客
満
足
を
追
及
し
、一人
ひ
と
り
が

杉
永
蒲
鉾
の
顔
で
あ
る
と
い
う
自
覚
と

責
任
を
持
つ
」と
い
う
も
の
で
す
。

親
子
2
代
に
わ
た
る
蒲
鉾
づ
く
り
で

新
商
品
を
開
発

日
本
の
将
来 

子
供
達
に
美
味
し
い

魚
料
理
を
食
べ
て
も
ら
い
た
い

産
学
官一体
の
取
り
組
み
、

「
長
崎
か
ん
ぼ
こ
王
国
」に
も
参
画

こ
れ
か
ら
も
長
崎
か
ら
全
国
の
食
卓
へ
、

幸
せ
に
な
れ
る
味
を
お
届
け
し
た
い

衛
生
管
理
と
社
員
の
意
識
向
上
が
、

工
場
の「
安
心・安
全
」を
支
え
て
い
る

さ
い
わ
い
ま
ち

は
ま

　
蒲
鉾
を
食
べ
る
こ
と
で
、食
卓
が
幸

せ
で
満
ち
溢
れ
る
。そ
の
様
な「
か
ん
ぼ

こ
」を
提
供
す
る
こ
と
が
、お
客
様
に
対

す
る
最
高
の
サ
ー
ビ
ス
だ
と
信
じ
て
、当

社
所
在
地
で
あ
る「
幸
町
」か
ら
、今
後

も
幸
せ
を
お
届
け
し
続
け
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
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